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仁在華紡Jの}長関と中国綿製品市場の再編成
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紡}l;土中国市場をめぐる肉品輸出と同ーの次元に位置づけられ.日本絹紡fr{

業の f興頚!iこかかわる商品輸出市場を 1:在華紡」がたんに代替することに

よって中国民族紡績業と「中国革命」に対立するというのである。「在苓紡」

は日本帝国主義の代名詞であり，1関税障壁」を媒介とした日本紡績業と中国

民族紡績業との市場支配権をめぐる問題のうちに「在華紡」の意義が確定さ

れる。これは「在華紡」と日本帝国主義に内在する矛盾との構造的連関を市

場問題に限定した一面的な把握で、あると考えるのであるつ

これに対して，1在華紡Jの意義に関するもうひとつの理解はJ在華紡」が

帝国主義期に桔=有な「資本輸出Jのー形態であり，「在華紡」は日本帝国主義

の確立に必然的な所産であったというものであるJ在華紡jの進出の「根本

的な原因Jは日本綿紡績独占体が大戦期を通して抱え込んだ走大な「過剰資

本」による圧力であり，1在華紡」は日本帝国主義の矛盾のー表現形態、であっ

たと理解されている。しかしながら，このような「在華紡」とし、ぅ形での資

本輸出が，日本帝国主義の全体的な資本輸出にとってし、かなる意味をもって

いるのか，すなわち，日本帝国主義そのもののうちに「在華紡」をどのよう

に位寵づけ，その意味の重要性をいかに評価するのかといったことについて

は残念ながらほとんど明確にされていない。「在華紡」はたんなる資本輸出の

ー形態として把握されるにとどまり，日本帝国主義と「在華紡」との内的な

構造的連関を追求するまでにいたっていないといえよう。したがって，日本

帝国主義にきわめて重大な意味をもった商品輸出市場としての半植民地中国

に対する「在華紡」の独自の意義も十分に解明されることなくすまされてい

るように思われるのである。

以上のようなこつの「在華紡j分析の方法的視角i主L、うまでもなく統一的

に理解されなければならなし、。本稿はそのひとつの試みとして，1在華紡Jを

日本絹業独占体の資本蓄積機構の一環に積極的に位置づけ，両者の相関を日

本帝国主義の矛盾の展開過程として明らかにしようとするものである。この

ことは資本輸出を実現するまでに成熟した臼本綿業独占体が，いかに「在華

紡」の進出した中国紡績業を自己の支配体制下に組込みつつ，中田市場を再
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編・確保し，新たな帝国主義的侵略体制を構築してし、ったのか，どのような

矛盾を抱え込み，いかなる意味で「興顔把握の一基準」たりうるのかといっ

たこととも深く関係している。

1) IU回盛太郎 ~'EI 本資本主義分析j 26頁。

2) 向上書， 58-59]l'{。

め このような「帝国主義と民族jとの対立・矛盾を，日本i功績業と中国民族紡績業，

後者の飛躍的発展を経て，1在華紡」と中国民族紡績業との対立・矛盾に代主寄せし

めていく把握の仕方i士通説的である。宇佐美誠次郎「支那における紡績業の発達

と外国資本J(大日本紡績連合会『東亜共栄簡と繊維産業おは「一方では資金の充

分な性統合を有せず，又機械及び原稿を外国から輸入し在庫商品の販路に苦しみ

ながら.他方では無理にも工場を移転して支那の民族資本の成長を直接抑へるこ

とによって、日本経済の死命をも11iUしかねない商品市場を確保し防衛すること，

「資本不足の国j 日本による紡績資本の強行的対支進出の目指す所はそこにあっ

た様に思はれるJ(133--134頁〉として，資本輸出としての「在華紡Jの意味を積

極的に否定され.1高品市場」をめぐる「在華紡」の意味を強調される。こうした

論理はさらに井上晴丸氏との共著『危機におけ一る臼本資本主義の構造』において

L 、っそう鮮明にあらわれた。最近の最もすく¥れた泉氏の労作「臼本紡緩資本の中

照市場進出に閲する一考察」も，私にとっては，日本紡績業と「在華紡」との内

的連関を重視されているものの，いまだ市場支配権をめぐる問題として「在悲紡J

を把援しているように思われるのである。

4) 一般的には日本帝国主義における資本輸出は「国家主導型の資本輸出」が特徴的

であり，1在華紡」としづ形での資本輸出は日本帝国主義にとってきわめて小さな

意味しかもっていないといわれている。いうまでもなく，このことは日本帝国主

義そのものの理解に直接かかわる重要な問題であるが，ここでは臼本帝国主義の

資本輸出論のi!司jilliこついてこれ以上深く立入らない。改めて検討されなければな

らない課題であろう。ただ.1在悲紡」が「過剰資本輸出という独占段階に本来的

な性格を持っており，その意味で帝国主義的進出にその本来的な裏付けを与える

ことになったJ(高村直助「独占資本主義の確立と中小企業」岩波歴史講座「日本

歴史j18.近代5，79]!{)とL、う指摘を重俊し.日本帝国主義の重要な問題とし

て「在筆紡Jがあることだけを強調しておきたい。

5) 帝国主義段階においては，資本輸出が特徴的な事態として現われるが，そのこと

{土商品輸出と対立的関係として存在するのではなく なおも商品輸出は独自の意

味を有すると指摘されてきた。もちろんこうした一般的な現解に異論はないが，

商品輸出と資本輸出とが全く無関係に独自二百iJ偲な問題として把握されることに

は反対である。両者はi深く内的な関連性を有しているのであり，資本輸出という
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新たな事態の展開によって商iui輸出が規定されつつ再編されてし、く問題を明確に

しておかなければならないの

同 1920年代の中国綿製品市場

第一次世界大戦の勃発言ど契機に中国の民族産業はいわゆる「黄金時代」を

迎えた。この期に中国の綿紡績業は最も顕著な発展を実現し，r中国における

最大の工場制工業」へと成長した。綿紡績業は産業構成上においても;重要な

地位を占めるにいたったのである。

第 1表にみるごとく，中国における綿紡績業は「黄金時代jの飛躍的な発

展を基礎に引続き20年代それをはるかに上回る規模で大きく発展していった。

錘数でみると大戦前の約 840千錘は大戦後の20年には約3000千錘へとほぼ 4

倍近くに増加し， 20年代さらに一貫して増加を続け， 20年代末には 5倍近く

にまで達した。織機数についても同様で，r黄金時代Jvこ比べて20年代にはい

っそう顕著な増加がみられたので、ある。こうした設備面で、の動向を反映して

綿糸生産高も急増した。 13年の 400千包は大戦中に約 2倍に増加しそれが

24-25年頃には約 4倍に， 20年代末にはほぼ 6倍にまでなった。

第l'表中間約紡績業の展開

紡 錘 | 織 i綿糸(千生包産〉高l
1913 問。828 100.0 5，980 400 100.0 

1916 1， 288，152 153.9 9，030 834 208.5 

1918 1，456，012 174.0 10，926 900 225.0 

1920 3，110，546 1叫 335.0 

1921 3，191，546 381.4 1，500 375.0 

1922 3，266，546 390.3 16，324 1，006 251.5 

1923 3，380，000 403.9 えこ詐

1924 3，581，214 グ 1，48月 371.5 

1925 428 20，991 1，792 448.0 

1927 3，674， 439 29，788 2，127 531.8 

1928 3，850， 460. 29，582 2，175 543.8 

4，122， 492 31，222 2，298i 574.5 

1930 4，207， 502. 39，322 2.401 600.3 

資) U中国近代工業史資料』第4瞬， 201， 308頁。
備〉外国資本による紡積雪震をも含む。錘数・織機台数は据付のものと推測される。
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ところで，このような半植民地中国における綿紡績業の急、激な20年代の展

開は，これまで帝国主義的支配のもとにおかれてきた綿製品市場にいかなる

変化をもたらすことになったのであろうか。そしてまた，このような中国に

おける綿紡績業の発展は，戦後の中国をめぐる帝国主義的支配の構造にとっ

ていかなる意、義を有したのだろうか。

第 2表は中国における綿製品の輸入状況を示したものである。輪入総額に

占める綿製品の比重は， 20年頃までは30%以上であったが， 21年には24%に

急落しその後一貫して減少傾向をたどり， 20年代末には10%台にまで落込ん

だ。輸入総額自体が増大したことがこうした著しい綿製品の輸入比率の低下

をもたらしたとも考えられるが，綿製品輸入額は絶対的にも20年の 2億6000

万海関再が29年には 1億9000万海関両へと25%近くも減少しているのである。

いうまでもなく，こうした輸入綿製品の相対的及び絶対的地位の低下は，

中国における綿紡績業のこの期の発展と直接かかわる事態、であり，閣内にお

ける綿紡績業の展開が輸入外国綿製品を国内市場から排除したこと，換言す

れば中国綿紡績業が，いまや帝国主義的支配下にあった中国市場を自己の手

中に奪回したことを示しているといえよう。第 3表はこの輸入綿製品の内訳

第2表中国における綿製品輸入(千海関同)

|輸入総額|綿製品輸入額|比 率

1919 679，530 220，518! (34.1) 86.4 

1920 799，960 255，373 (33.5) 100.0 

1921 932，850 (24.0) 85.3 

1922 975，034 225，354 (23.8) 88.2 

1923 ! 948，634 i77，056 (19.2) 69.3 

1924 1， 039，102 194，783 (19.1) 76.3 

1925 965，091 197，504 (20.8) 77.3 

1926 1，144，697 209，189 81. 9 

1927 1， 034，030 

1928 1，210，002 191，091 (16.0) 74.8 

1929 1，281，321 189，981 (15.0) 74.4 

1930 1，328，232 150，918
1 

( 1.5) 59.1 

資)China， The Maritime Customs， Fore申 1Trade of China. ri中国海関華洋貿易総冊』
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資)Foreign Trade of China. 

何j)平年輸出を含む。合計における数値の不整合は四捨五入による計算のために生じた

ものである。原表が私大な項目を有L司それらを合計していく際にはより大きな
不整合がみられるが，比率には影響はない。以下各表について同様で、ある。

を示したものである O 輸入綿製品の動向として，綿糸輸入が大幅に後退し，

代って加工染色綿布の輸入が飛躍的に増大したことがわかる。 20年代末には

輸入綿製品の70%近くを加工染色綿布が占めるまでになった。このことは，

まず第ーに，中国市場がもはや綿糸輸出市場としての意味を喪失したこと，

第二に，加工染色綿布の著しい治大に表現されるごとく高級綿製品市場とし

てのみ存在したということを意味している。従って，綿糸及び生地綿布のほ

とんどが高級な細糸及びそれによって製織された綿布であったと推測するこ

とができる。かくして，中国綿紡績業が自ら確保しえた綿製品市場は粗糸及

び低放の綿布市場であり，細糸及びi匂殻綿布市場には依然として帝国主義的

支配が貫徹し，そうした製品はまずまず増大筒向にあったということが理解

されよう。

ところで，このような中国綿製品市場の粗製品から高級製品への質的転換

は中国綿製品市場をめぐる帝国主義的支配関係と深い内的関連を有していた。

大戦前，すで‘に中国綿製品市場は粗製品(とりわけ綿糸〉において日本及び
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インドの支配的地位が確立し，高級製品(特に綿布〉市場についてはイギリ

スの独占的支配が維持されていた。従って，大戦後における中国の綿製品市

場の質的転換は，中国紡績業が日本及びインド紡績業に対抗しつつ粗製品市

場から彼等を駆逐したが，高級製品市場においてはイギリスの絶対的地位は

ゆるぎなくいっそう堅固になっていったということを意味しているであろう

カミ。

第 4~6 表は綿糸・生地綿布・加工染色綿布の輸入先国別を明らかにした

ものである 3 輸入綿糸の圧倒的部分は日本と香港からのものである。 20年代

中頃には日本が約半分を占め，呑港は20年代末にその地位を高めている。香

港からの輸入綿糸がどこの国からのものであるかを確定することはできない。

しかし香港が輸出する綿糸の中に日本からの綿糸が相当数含まれていること

は確かである ο このように考えれば，中国における輸入綿糸市場に日本がき

わめて絶大な地位を築きあげていたことが理解されるであろう。中国に対す

る帝国主義的支配について，第一次世界大戦を境としてこれまでのイギリス

・フランス・ドイツに代ってアメリカ・日本がf台頭し，イギリスの支配的地

位をおびやかすほどの積極的な商品・資本輸出を増大したことが指摘されて

第4表中間輸入綿糸国別(千海関両〕
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第 5表中国 輸 入 生 地 綿 布 国 別 C千海関前〉

香 港 | イ ン ド | イギザス!日 本|アメリカ I 計

1919 2.478(4.8) 215(0.4) 6，259(12.1) 38，722(74.9) 1，274(2.5) 51，707(100.0) 

1920 2，454(4.0) 243(0.4) 12，962(20.9) 40，540(65.5) 1，503(2.4) 61，874(100.0) 

1921 2，964(6.1) i 39(0.3)1 9，750(20.0)131，299(64.9)1 2，708(5.6) 48， 229( 100.0) 

1922 3，102(6.5) 1'26(0.3) 8，370(17.5) 33，246(69.8) 1，704(3.6)147，913(100.0) 

1923 2，955(7.3) 68(0.2) 6，923(17.1) 29，285(72. 5) 5(0.0) 40，417(100.0) 

1924 3，209(7.4) 85(0.2) 5，833(13.5) 32.688(75.7) 52(0.1) 43， 164( 1 00. 0) 

1925 2.041(4.6) 133(0.3) 2，884( 6.5) 36 ，709(S3. 3) 998(2.3) 44.060(100.0) 

1926 1.321(3.1) 82(0.2) 3，445(8..1) 36，224(84.7) 214(0.5) 42，747C100.0) 
1927 

1928 1，794(5.9) 112(0.4) 3.148(10.4) 23，960(79.4) 164(0.5) 30.165(100.0) 

1929 1，313(5.D) 155(0.6) 3，149(12.0) 20，639(73.8) 300( 1. r) 26. 194(100，0) 

1930 1.343(6.3) 127(0.6) 1，576( 7.3) 17，714(82.6) 3(0.0) 21， 458( 100.0) 

資〉前表と向じ。

第 6表中医l輸入加主染色綿布悶別(千海関雨〉

|香 港|インド|イギリス|日 本|アメリカ lH

1919 8，498( 9.9) 135(0.2) 28，941(33.9) 45，372(53. 1) 599(0.7) 85，429(100.0) 

1920 7，000( 6;7) 142(0.1) 58，710(56. 1) 35，085(33.5) 602(0.6) 104，637(100.0) 

1921 10，758(11.5) 122(0.1) 51，402(55.0) 29.342(31.4) 228(0.2) 93，518(100.0) 

1922 11，242(11.0) 118(0.1) 52，923(51.6) 35，316(34.4) 447(0.4) 102，526(100.0) 

1923 10，446(11.百〉 74(0.1) 37，622(42.9) 37，619(42.9) 181(0.2) 87 ，750( 100.0) 

1924 12，218(11.2) 148(0.1) 45.196(41.3) 45，959(42.0) 72(0.1) 109，337(100.0) 

1925 8，066( 7.6) 185(0.2) 31，097(29.7) 62.583(58.6) 86(0.1) 106，786(100.0) 

1926 6，781( 5.3) 299(0.2) 33，787(26.4) 78.840(61.6) 113(0.1) 127，961(100.0) 

1927 
1928 9.530(7.1) 582(0.4) 31， 340(23.2) 87，601(64.9) 126(0.1) 134，955(100.0) 

1929 9，982( 7.1) 273(0.2) 32，875(23.3) 90，777(64.5) 133(0.1) 140. 804( 100.0) 

1930 112.238(11.2) 337(0.3) 14，326(13.1) 78，527(71.8) 105(0.1) 109， 390( 100. 0) 

資〉前表と同じ。

きた。そして「帝国主義の中国に対する投資は彼らが中国に商品をダンピン

グ輸出する要求と完全に一致している」といわれてし、る。しかしながら，

11898年から1930年までの中国の輸入貨物は一貫して綿織品を主要なものと

した」にもかかわらず，アメリカの対中国綿製品輸出はほとんど問題になら
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ない数値しか有していなし、。アメリカの綿糸ば「南支地方に於ける特殊用途

に，需要せられる与のみにて，未だ全般的に，支那綿糸市場の競争閣内に入

っては居ない」し，アメリカは20年代中国の輸入品の最も主要な締結織品市

場に大きな関心を示さず，従ってまた，中国の紡績業をめぐる帝国主義的支

配のありように積極的意義をもたなかったので、ある;

中国における綿糸市場の変化について最も特徴的なことは，インド綿糸が

完全にその地位を失ったことである。第一次大戦後インド紡績業はこれまで

の14番手までの綿糸から話番手ないし20番手の太糸の生産に力点を移して，

かつて日本綿糸がインド綿糸を駆逐しつつ確保した中国市場に逸出してきた

が，中国における紡績業の展開はこうした太番手市場における輸入外国綿糸

の排除に成功じた。インド綿糸激減の原因はここにあったので、ある。いうま

でもなく，その限りでは日本綿糸も同様な圧迫を受け，一時的には「印度糸

と異なり中糸，細糸に転化して輸入せらる L もの著増せる為め， 1919年以来

却て逓増の経過を辿るを見」たが， 20年代におけるいっそうの中国紡績業の

展開によって量的には大きな比重を占めた太糸綿糸はいまや完全に市場支配

権を喪い，それにともなって日本の対中国綿糸輸出も激減していった。だが，

こうしたなかにあって，日本紡績業は第 7表にみるごとく，対中国輸出綿糸

を30番手以上の中・細糸綿糸にきりかえ，中国輸入綿糸市場における支配権

の維持を図っていったのである。このことはこれまでイギリス糸が独占的に

支配してきた高番手綿糸市場への日本糸の進出を意味し，こうしたイギリス

の市場支配権に対する日本紡紡業の蚕食過程は，また同時に，圏内における

綿紡績独占体の再編過程〈良質・高級品生産体制の構築〉と緊密に連繋する

第 7表対中国検出日本綿糸番手別(梱〉

7~\ 印手
;;;;l 13112;:;:l 

資) r月報』各年次より計算。
備〕原表の誤りはJEした。
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ものであったので、ある。

このような中国における綿糸市場をめぐる動向は中国綿製品市場全体の縮

少版であった。第 5表の輸入生地綿布国別におけるインド綿布のとるにたら

ない地位と圧倒的な日本綿布の地位は，中間紡績業に対する日本・インド両

紡績業のありょうを表現している。しかしながらここにおいても，日本綿布の

対中国輸出は漸減の傾向を辿り，生地綿布に品質的に優る加工染色綿布にお

いて， 20年代中頃からの急激な増加が実現されているのである(第 6表〉。こ

のような日本綿布の動向に対して，イギリス綿布はいまだごく一部の高級綿

布市場に大きな地位をもっとはいえ，その市場支配権は徐々に低下し，日本

綿布によって中国市場からの後退を余儀なくされたので、ある。 20年代後半に

おける中国輸入綿布において生地綿布の 8割近くを，加工染色綿布の 6割以

上を日本綿布が占めていることは，中国紡績業の展開による圧迫を受けつつ

も，そうした新たな状況のもとで日本紡績業が中国輸入綿製品市場において，

いまなおもある意味では以前よりもいっそう強力な支配力を掌握していたこ

とを表現しているであろう O その他綿製品の中国輸入国別は第 8表のごとく

であるが，これまで、の考察につけくわえるべき新たな事態は存在していない

第 8雲寺その他綿製品輸入国別(千海関向〉

i香 港|インド|イギリス!日 本|アメリカ dr

1919 602(15.7) 4(0.1) 810(21.1) 1， 989(51.9) 241(6.3) 3，832(100.0) 

1920 631(16.3) 2(0.1) 1 ，445(37.3) 1，424(36.8) 68(1. 8) 3 ，874( 100. 0) 

1921 590(18.0) 5(0.2) 1，578(48.2) 931(28.4) 21(0.6) 3，277(100.0) 

1922 545(17.4) 8(0.3) 1， 022(32.7) 1，396(44.7) 26(0.8) 3，124(100.0) 

1923 781(18.9) 3(0.1) 2，269(55.0) 878(21.3) 65( 1. 6) 4，129(100.0) 

1924 2，076(42.3) 仰 1〉|i山 8) 1， 662(33.9) 33(0.7) 4， 905( 100.0) 

1925 1，272(25.6) 6(0.1)1 867(17.5) 2，592(52.2) 69( 1. 4) 4，966(100.0) 

1926 968(13.4) 4(0.])1 1，785(24.8) 4，089(56.7) 73(1. 0) 7，212(100.0) 

1927 

1928 1，075(16.3) 19(0.3) 953(14.5) 4，192(63.7) 39(0.6) 6，577(100.0) 

1929 1，134(18.0) 8(0.1) 736(11.7) 3，937(62.6) 74( 1.2) 6，294(100.0) 

1930 1，718(23.7) 11 (0.2) 548( 7.6) 4，546(62.7) 67(0.9) 7， 250( 100.0) 

資〉第3表に同じ。



「在宅密紡jの漆践とや悶綿製品市緩め再編成 問)11 361 (361) 

といえよう。

以上のごとく，

製品市場において， 13 

争約な対抗関係をと これま してきたイギ

リス緯製品名f蚕食することによって，中

ない輸入綿製品市場に圧倒的な地位を築きあげることができた。こうしたや

と日 とによる相互に分譲的な中 のあり

ょうは中患における地域的綿製品市場にどのような形で京映さ予れていたので

あろうか。

第 9

おおま

20年代後半には 5

る地域別輸入綿糸 糸〉と移入綿糸〈畿内糸〉の

示したものである。輸入綿糸

ここで消費されている。次いで束三省・主義中東部

る。率、iとえと部及び禁中西部では20年代中頃から輸入総糸

してし、る。中国紡績業が生産する移入総糸

中立さ部であり，ここで 4 製~5 樹近くが消殺され，移入綿糸の増大が輸入綿

糸を減少させていった。次ぎに大きな消畿地は華南で，遂年増加し， 20年弐

の8割以とを占めるまでになっ

たっ移入綿糸の 2醤ほどがj泊費される筆中東部も重要な消縁地である。この

ようにみてくると，輸入綿糸の消費地として絞も

移入糸が同様に大きな地位を有しているということは，中霞結綴委長の発展に

よって，太番手綿糸市場から檎入綿糸は徐々に怒逐され，s$j内練糸がそこに

正倒的な地位を築きあげることができたこと，そしてその地方での手織業の

して，iMtr入綿糸の高級品化が進み，ゆ・謡番手市場は

輸入綜糸がs込の市場として穣保じていたことを意味じている。

じことがし、える。移入綿糸が毅入緯糸'a:'陵駕する

のは20年代中頃か討であり，ぞれによって総入綿糸の低番手製品は減少して

いった。しかしながら，移入糸の室主さな消費地禁中謡部及び悲陶と異るとここ

ろは， 20年代後浮から移入糸の るいは停滞していること る。
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第9霊祭 中関各地における線糸事会移入地域別(千海関潟〉
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1924 1925 1926 1928 1929 1930 

5，467(15.0) 人286(17. ヰ，089(21‘3) 3.462(20.9) 2，874(22.8) 

7，925(7.5) 9，560C 9，174( 7.7) 9.，005く7.3) 8，550C 6.1) 

13，392 16，846 13，263 iふ467 11，ヰ24

ヰ，646(12.7)6，123(1ι 1，250C 6.5) 687C 4.1) 468(3.7) 

11，003(10.4) 6，487( 11，24.1 ( 9.4) ぽ 13，714(1U) 12，139( 8.6) 

15，649 12，610 17，070 12，491 iヰ，401 12，607 

3，543C 9.7) 3; 188( 7.7) 1，314(ふ2) 315( 1.6) 389( 234(1.9) 

2，764( 2.6) 2，216( 2.2) 1，665( 1.2) 2，172C 1.8) 13，092( 9.3) 

6，307 
5.404 同トl4525 7 ， 9 円 2.487 1 8，628 1 13，326 

3，017(.8，3) 3，383( 8.2)11，905( 6:01 32K 1 99( 0，6)111.6) 

相 37抑 3，2) 馴鵬附鈍町削「4臼叩の1γ〉1l54，407(51.4) 
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m…削削配叫(1印1泊s
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何回7(41.3)114∞闘の……188-16mms〉

13，4眠12，8)117刷 17中7附{叫川00)| 25，75K216〕 乱 側 首 5) 川 山 7 )
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第10 表中国各地における生地綿布輸移入地域別(千海関両〉

I1;「丁 1920 1921 1922i竺

束 三 省 輸 入 115，399(30.1)¥19， 49u(31 .3)116，010(32.4)117，364(35.9)114，258(35.4) 

移入 11.946(19.3)13.265(27.5)15，382(34.6)15，523(32.0)1 7，654(32.7) 

ご斜七・北部 輸入 11O，489(2u.5)19，283( 14.9)1 7， 985( 16.2)1 7，42u(15.4)1 5 ，866( 14. 6) 

移入 12，874(28.6)12，857(24.1)12，938(18.9)15，313(30.8)! 6，129(26.2) 

華北・東部 ¥
ー
ノ
、
}
ノ
、

j

ノ、、
J
J

、、，ノ¥、
J
J

、l

ノ、、ノ

1
1

ハ
'

D

1

i

η

L

R

J

n

t

A

斗

ハ

ノ

ム

••••••• 7

i

n

u

-

-

n

u

n

ノ
ι

ワム

Q

υ

n

o

1

1

1

I

1

l

η

4

1

i

 

「
¥

f

¥

f

t

、、

f

¥

f

t

、
f

t

¥

f

t

、
〆
L

に
J

7

1

7

』

4
l

つL

ハb

n

凸

ハ

b

7

ι

n

D

F

K

J

4

I

R

u

q
u
F
K
J
7
1

ヨ
u

7

1

7

t

A

斗

必

件

ι

A
斗

の

D

n

コ

t

l

n

u

q

d

Q

U

A

白

ハ

J

4

0

司
u

日υ

ハU

日U

日U
7

i

q

u

7

ι

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

 

1
E

つL

つL
R

J

A

斗

η

L

P

O

n

ヨ
ハ
ノ
ι

1

1

ヨ
u

f

i

に
J

1

1

 

l

j

i

t

-

-

ー
ノ
、
1

ノ

、

}

ノ

¥

ノ

、

1

ノ

1
ノ

、

3

ノ
、
J

G

d

R

u

n

む

Q

U

η

L

η

t

n

U

A

H

1

-

-

-

-

-

-

n

b

n

日

ワ

ム

F

h

d

n

U

バ
4

q

d

7

I

4

1

1

n

/

』

4ll

〆{、

/

e

¥

f

L

r

t

¥

/

t

¥

/

{

¥

f

¥

f

¥

内
ぺ

u
n
h
υ

内
ペ

J
u
n
u
u

マ，
i

q
べ
υ

ハH

V

F
吋

d

内
ベ

υ
n
k
U

噌

l
B
n
h
U

ゥ，
t

n〈

u

n

t

Q

u

n

u

n

u

n

u

-

-

4

e

A

峠

l

o

D

A

守

マ

I

4

1

7
i

『
U

ハb

ハU
t

I

n

u

-

-

7

0

A

i

-

-

司
υ

n

t

n

b

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

 

η

L

η

3

1

1

p

h

J

ハむ

1

1

7

1

n

コ

つ
L

7

ん

A
斗

1

l

p

D

1

1

 

l

i

-

-、1

ノ

¥

ノ

、

ー

ノ

¥

ノ

、

2

ノ
¥
}
ノ
¥
。
ノ
¥
ノ

q

u

A

“I
R

J

V

7

f

r

D

つL
n

4

1

1

-

-

-

-

-

-

-

n

u

p

コ

A
斗

P

D

7

1

『

f

q

d

7

6

1

1

1

1

1

 

f
l
、
f
t
、

/
{
¥
/
t
¥

〆t
¥
/
S
¥

〆f
¥

〆f
、、

η

J

7

1

q

d

n

b

1

』

1
l

つ
L

1

1

勺

J

A

斗

つ

L

n

U

7

」

内
/
』

7
f
i
n
w
d

守

rt

「

hd

え
斗

e

n
同

J
v
d斗
!

?

F

j

唱

l

I

8斗
，

tll，

r吋
u

q

u

n

u

η

J

A

a

-

-

n

u

t

-

-

n

h

u

n

n

v

n

d

F

h

a

u

-

-

n

b

 

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

 

n
u

に
J

7

今

I

7

i

1

i

n

D

n

口

η

4

1

1

4

・
1
8

「コ

1

1

 
、J
，
、
ー
ノ
、
l

ノ
¥
}
ノ
、
I

ノ
¥
1

ノ

¥
t
ノ、;ノ

司
υ

7

l

o

o

n

U

7

1

7

1

n

u

n

コ

-

-

-

-

-

-

n
h
u
qペ
u

n

H

〉

1

1

i

n

川

υ

n

ハυ
p

n

u

必

ω』

4

!

0

1

l

宅
l

ハベ
U

唱

i

f

¥

f

¥

f

I

¥

/

4

¥

〆
f
¥
f
t
、

/

k

f

¥

η

U

R

U

R

U

7

ι

句

l

q

υ

ハHV

宅

!

n

u

-

-

R

V

ア
ー
ヨ
u

A
汁

に

J

つ
L

O

凸

P
D
n
U
7
1
6

ー
l

つ

ム

今
J

1

1

7

1

G

E

U

-

-

q

u

n

b

に
3

7

1

つ
d

n

U

4

i

7

』

つ

υ

ゥ

I

R

J

つ
L

，

，

，

，

，

，

，

.

，

，

，

，

 

つム

q

J

1

l

r

3

p

o

-

-

0

0

0

J

V

内

4

4

1

ヨ
υ

A

砧

Z

1

j

1

l

つ乙

¥』
J

¥

}

ノ

¥
l
ノ、、
J

〆

¥
1

ノ
、
、
ノ
、
ー
ノ
、
、
、
J

t
i

円

U

1

1

n

t

q

d

p

D

A

“s
q

u

-

-

-

-

-

-

-

-

n

b

A
汁

ハ

b

7

」

1

1

7

」

に

J

司
υ

116

司

l
i
t
-

つ

乙

今
L

〆t
、、

/

t

¥

/

{

¥

〆
{
、
〆
t

¥

/

¥

〆t
¥

〆t
、、

ヨ
u

q

u

つ乙

t

i

1

s

n

3

n

U

つ
ι

7

ι

A

，

1

I

n

u

-

-

c

u

n

U

1

a

つム

R

U

7
」

q

v

1

a

7

l

n

O

A

斗

つ

3

7

I

『
υ

τ

1

4

B

R

U

7

』

η

4

4

・
7

ι

?
』

4

4

7

t

『
υ

n

u

，

，

，

，

，

，

，

，

.

，

，

，

 

q
J

ハ
J

4

1

4

・
9

u

'

i

q

V

1

1

7

L

η

d

?

ι

q

u

1

i

I

 

十

入

入

十

入

入

十

入

入

十

入

入

十

一
一
九
日
命
多
三
一
ロ
命
多

2
2

ロ

命

多

一

E

A
関

長

E

本
干

v

市

虫

干

佐

古

千

J
I
1

古

干

名

主

南

筆中・西部

華中・東部

ごf長

)

)

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

i

i

 

(

(

 

つ乙

n
コ

旬
l

n
u
u
n
M
u
n
κ
ν
 

η
〆
ム
ハ
ペ
U

ハ
b

，

，

，

 

n
u
q
u
n
4
υ
 

λ
斗

t

n

/
』

ハ

hυ

)

)

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

(

(

 

1
l

『
υ

A

斗

円

U

4

i

4

ι

ηペリ

η
/」
戸

h
J

，

，

，

 

n

D

7

t

R

J

 

4

a

1

2

P

D

 

1

)

 

0

0

 

0

0

 

o

o

 

-

-
(

(

 

。口

7

ι

n

v

n

U

λ
斗

a
F
h
J

A
4
ι
p
h
l
u
n同
d

，

，

，

 

n
u
d
R
J
V
A斗

A

q

-

-

R

υ

 

ー

)

)

 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

(

(

 

日
υ

η

4

4

1

・i1
「
吋

JV

『

f
l

q
ぺ

u

n

バ
V
-
2
-

，

，

，

 

今
ノ

ι
t
l
a
A
4
l

n
h
V
4
1
1
7
I
 

)

)

 

o

o

 

-

-
o

o

 

o

o

 

-

-
(

(

 

ηべ
υ
r
h
l
u
n
M
U

-

-

P

U

7

1

 

?

ι

n

U

7

ら

，

，

，

 

'
i
a
n
H
U

噌

ll

p

コ
1
l

ハ
b

入

入

十

ふ

別

先

グ

三

五

1

1

 

『
十
l

一言ロ総

資〉前表に同じ。



「在肇紡」の展開と中凶綿製品市場の再編成西川

1924 1925 1926 1928 1929 
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このような事態は華北東部において最も典型的にあらわれている。このこと

は，これらの地方に中国紡績業が成立し，その地域の綿糸需要をまかなうこ

とができたことの表現である。華北一帯及び筆中全体では中国紡績業の急速

な発展によってiliRtr入綿糸はほぼ完全に駆逐され，しかもそこにおける手織業

の綿糸需要がし、まだ中・細糸を使用するまでの展開を示しておらず，あるい

はまた中・細糸に対する需要が存在したとしても，その地域に成立した中国

紡績業の供給範間にあり，輸入綿糸は高級品化によってもそれ白身新たな販

路を見出すことはできなかったのである。かくして大戦前，華南及び華中西部

(長江一帯〉で独占的地位を有したインド綿糸は中国紡綴業に圧迫され市場

からの敗退を余儀なくされ，そうしたなかで、日本綿糸が高番手・高級品化に

よってイギリス糸の支配する市場氏進出し，最終的には中国綿糸市場に中国

糸とならんで二分割支配を確立することになったということができょう。そ

してこのような中国綿糸市場における再編過程が中国紡績業の発展を基軸に

して20年代中頃からドラスチックに進展したと考えることができるのである。

次ぎに同じ第10表によって地域別輸移入綿布の消費状態を考察しよう。綿

布の地域別移入品はほとんどが生地綿布であり，それ以外の綿布は全て土布

として取扱われている。従って，移入生地綿布の大部分は中国紡績業の兼営

織布であり，その消費地は束三省及び華北北部が中心で全体の 5~6 割近く

が消費されている。輸入生地綿布の消費地も東三省を筆頭に華北北部である。

これらの地方における輸入品は比較的粗製品が多く，輸入綿布と中国紡績の

兼営織布とが競合状態にあったとし、うことができる。しかしながら，華北北

部では20年代中頃より兼営織布による輸入綿布の駆逐がはじまり， 20年代末

頃には輸入綿布の市場は輪移入綿布の 2割弱にまで縮少されるに至った。東

三省、においても移入綿布の逐年の増加が著しく，輸入綿布は26年を最高とし

て漸次減少傾向をたどり， 30年には移入綿布は輸入綿布を陵駕することにな

った。華北東部・牽中西部においても20年代中頃より兼営織布の移入によっ

て輸入綿布は市場を追われていったが，華北北部のように移入綿布の増加以

上に輸入綿布の減少が著しい事態は綿糸市場におけると同様にその地域に成
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立した中国紡績業の発展に大きく依存するものであった。華南においては移

入綿布の比率が年々高まり， 20年代末には大きな地位を占めるまでになった。

このような生地綿布の動向に対応して土布需要も大きく変化していった。第

11表は土布移入地域別である。土布の消費地は束三省と華南であるが，兼営

織布の流入によって華南での土布の消費は，相対的に大きく後退した。東三

省・華中西部・華南において，輸入綿布の減少の背後には兼営織布と土布と

の競合が存在していたのである。このような生地綿布市場のありように対し

て，輸入加工染色綿布は兼営織布との直接的な競争関係を有さず¥中国全土

にわたって圧倒的な市場支配権を確立した。第12表加エ染色綿布輸入地域別

をみると，上海としづ特別な都市(上海を仲継地として各地に再移出される〉

を含む筆中東部を中心に中国全域に逐年増大する形で加工染色綿布が輸入さ

れていることを理解されよう。輸入綿布はいまや加工染色綿布として，兼営

織布によって市場から駆逐される生地綿布に代って，重要な意義を有したの

である。

輸入生地綿布及び兼営撒布の一部は，上海・天津等で、染色されて各地に移

出されていたが，第11表の土布移入地域別と対応させてみると，それによっ

て加工染色綿布が大きく後退していっているという事態を見だすことはでき

なL、。中国における綿布消費額中 8割近くを占めた「土布及染織廠産品」は

輸入生地綿布に対抗して市場拡大を実現していく中国紡績業の兼営織布との

競争を通して，中国紛績業の綿糸あるいは輸入高級(細番手〉綿糸を使用す

るいわゆる「改良土布」の生産を基軸にした再編過程を歩まねばならなかっ

たのである。第13表の土布輸移出地域別でみるごとえ， 20年代後半には上海

近郊を中心とする華中東部が輸移出土布の 8割以とを供給するといった主要

な輸移出地となり，そこからは主として糸染織土布・成モ染土布・土染洋布

といった土布の染織品がl!命移出され，筆中西部及び華南の土布移出地として

の地位は失われていった。中国紡績業における兼営織布の展開は，こうして

旧来の農村家内工業を破壊しつつ自己の販路を獲得していくとともに，これ

までの土布業に対して一定の再編過程を促迫しそのことがまた，高番手綿
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糸 りだし，:1:ず誌の染機 rfll~三 i殺に諮伴する

だしていったのである。

こうして， 20年代に浮欝されてし、く

る

糸の駆逐が実視さ

手輸入綿糸がし、まだ大き了

いて，華北北部2え

きれ，外国輸入綜

(上海近議〉

しながら，そうし

との競争にさらされ，

jあるいは入額交織を基軸にした議

、られたが，そのことによっ℃も総人加工染院綿布にとうてい対抗

できるものではなかった。中鴎綜議撃の展開が，低番手続糸及び生地綿布に

しつつその芳野において自己の

i高番手総糸及び加工染色綿布ーをい

"i 日

る独占的支配をど許していたのである。お

に代

こうした中関綿製品市場

し

ていったのであるc

ところで，o:t される綿布のうちJ純粋に 長斡吉織

したものは 6 裂にみたず，直接間接洋高~<こ銀肘を受けるものは 4 割以上であ

るjといわれている。中彊擬製品市場の再鱗過程に慕翰的意義含有した中国

1) 

2) 

3) 

4) 

ることにしよう。

編訳「中国近代慰民経済史J下巻、 18JO。

“E主主entand effeds of industrialization III China"の中間訳である。手玉沢広忠

に*!¥訳がるξ'0

臼支軍事の最大の工場工芸さとし-c，

多数の労働者を有ナる大工場で行われてし、るJ(ガ鎮延下支孫の約革案j有沢広日綴
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『支那工業論~ 297頁)が，このことを統計的に精確にできる資料は欠如している。

不完全なものではあるが，農商部統計によれば， 1919年の民族工業におけるブミ-仁

場 335 のうち綿糸染織業は80で約24%'を占め(前掲~~~~一次大戦時期中国工業的

発展~ 121王室)，また1920年の統計によれば綿糸染織業は全労働者数の約73%，を点

めており，そのうち63%，近くは綿糸紡織業に従事している。さらに工場当労働者

数では綿紡績業は4000人以臼こ達し次に多い製糸業の 671人をはるかに陵駕し

ている〔前掲『中国エ業化之程度及其影響J22頁以下参照〕。時代は新しくなるが，

よく使用される「中医工業調査報告J(1934年〉によれば， 綿糸紡績業は全体の

資本額の34.2%'，職工数の32.6%を占める。翠Ij大釣氏の上海工業調査研究によれL

lf，中国の工業の約半分を占める上海の工業におL、て，綿紡緩業がきわめて重要

な地位にあることが指摘されている(前掲 F支那工業論J参照〉。

5) ここで注意し、ておきた"、ことは，こうした中国における綿紡績業の発展が中間の

民族資本による綿紡績業の発換を全く意味しないということである。このことに

ついては次節で論じるが，中国紡績業といった場合，ここでは外国資本による紡

績業をも含めている。

6) 周知のごとく，世界大戦は中国からの帝国主義諮問とりわけイギリスの一時的後

退を余儀なくさせた。このことが中国綿製品市場に輸入綿製品杜絶にもとづく大

きな市場的空隙を与えることになった。ここに中国紡績業が「黄金時代」を享受

する恨拠が存在したといえる。しかしながら，そうした一時的な帝国主義的支配

の後退は，戦争とし、う特殊条件によってひきおこされたものであり，その後の20

年代のいっそう顕著な発展の根拠ともなりえないし条件ともなりえなし、。そして

また，中国における紡績企業の発展が帝国主義的支配とL、う外図的条件と無関係に

実現されるもので、なし、かぎり，この綿紡綴業の発展は戦後の新たな帝l'iSJ主義的支

配の構造変化と積極的にかかわらしめて解明されなければならないであろう。

7) 本表以前の数値については前掲「支那の綿業」参照(この方顕延氏の論文は，同

氏の大著“Cottonindustry and trade Vol. 1， ll"の姿約である。 VoJ. nは落

大な資料集となっているが十分検討するHj間的余裕がなかった。しかしこの要約

論文で、主旨は十分し北、っくされている〉。尚，方顕延氏の表は綿製品の純輸入額を

採用しているので本表とは異る。しかし比率の上からみると大きな相違はない。

;本表が総輸入額(外国への再輸出分を含む〕を採用したのは，後に検討する国別

輸入状況の際の数値と一致させ統一的じ理解じだかったからである。

8) 厳中平 F中国摘紡織史稿J(依田憲家訳 F中悶近代産業発達史J)邦訳 189頁以下

参照。

9) r香港の総入貿易中で，臼オーよりの輸入が相当多額を占めている答であるから，

日本より支那への輸入は・・…一層多くなるべき訳であるJcr大日本紡績連合会月

報J大15・4r支那関税問題に就て」 以下『月報Jと略称)。生地綿{jJ・加了ー綿
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布の総入動向からすれば‘この議濃からの輸入の火務分はlヨみからのものと考え

て"dしっかえないよう勺あるがこの点t主誤らに検討をど婆する。

10) 災当ミ務『号i'fl潟三主義夜間中間(f討を紘1及び初予!i)ti~…次大戦時期qC!際交絞工業的発

主義J参銭。

I 1) ~12) 向上 f帝函緩在任!ιj1倒的投資~5n言。

13) 労二本欄対 uiザJ絞め絞日'と製IllJI82ft{。

14) このことはや滋含めぐる待問主幾的支毘関係の具体的ふりょうきど解明寸"ることに

よって切らかにされるものであるが，呉数例氏らの@f究では，殺泊三政委主の中国カ=

・運輸・銀行等交通しての流通過絞カ sらのi授受字

して特:震をづけられ守紡績主主主?代表と-t広仁三長投資についてはその議、議が紛燃に

;!thてい炊い。そのため，続本とアメザカのや!和二対する支配方式;のお異につい

ても諮菜露関心がぶされていない。

15) 第一次ブく戦自立におけるインド糸の地伎は定機ぬで地i或別の絡浅はあるが会輸入総

糸の60%近くなおめてし、ずこ〈荷揚『中間近代廃業発漆aJl 165 Jを以下委主殿、〉が.

それはロヰ怒予をや，ふとし品質良妻子ならざれども

し生活後夜1Jfき内j設内需姿に光ごJC務JII喜一I'iおご仁業と

総努j第 3芝乞 236反〉られていた。

16) 後述す“るが，中i議必緩業が佐渡すら綿糸の君子学;土14-20i番手であったo

17) 泌総 f約三:業と綿糸綿布J236頁。

18) r今日二十努事以下に於七支郊総糸の[E迎合受けて絞るけれど，それ以上の径子

りては，交務長Zぶきに或程i交の対英医i総糸の競争~為し得るまでに問本紡約殺

の発差是し31それるは，:rt定すべからざる準決であと;j 前掲 nt]績の鈴討と製品J

110-111叉)oiJミくして，r日
衆国合犠牲とし次いで『炎綴印度，

牲にしたで得られたものであったJ(前潟「支燃の終業j352支)0

i幻 海外市場，ニおける動向令も包摂した形で構獲さ

はちゃ沼市場金f主特とナるアジフベ縫製品m緩め11ftニな~jji成替によって得綴滋毛そを

子炉心ことになるのであるが.間内における符編潟綴のありようについて t土撚犠

打920年fその日本総長宅紡該当さの「合翌日と主主お体制JC;士:J場制度予とマゴ第62fJ)

タ参照。

20) ここでの分祭?主主主二行ったものでふり手会ての耳石品がf主総怒肴jよりも良質であ

ると L、うわけでドはない。 L治、しより多くが5急務・高級品;こ属するものでおるとい

え

21) 以J~符長吉 ~3芝燃の紡綴と織物』 WI総氏は各々の綿布について箆 '!R::商品の

しており，ここでもできるかぜり品緊の優劣による綿布l玄分をもちい

たかったが，後思しずニ F貿去る統計表三における羽目は複線で、しかも20年代に々の
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って 3 しかたなく生泌総丹iと加と染色綿布という区分

会f採用した。

22) = 中憾における去さま資芸警の展

23) 

24) 

間の地域彼等を考援護して独自に行ったものである。しかしながら，ここでの総移

入額はさらにそこから符総務出されるもの合会んでL、るのでいうまでもなくけっ

して摘憾な数値ではありえア考おおよその状態である。さらにまたちここでの地

域安誌における製品の品費〈主番手別ヘミ事〉及び悶宣Jj絡については全く知りえなく， こ

れまでの検討され誇援にした捻泌が分析のうちに入りこまざるなえなかった。いっ

そう立入叶た考察は今後の淡!認としなければ役らない。

しJr)l:七号事の輸入縫糸会

用いて::l:: ~íjO)後織を殺とするもの各祭塗IJる処(r';:行はれJ tこ(r繋F街地方に於ける総

糸:tp状況JW}j事長J大12・1参照〉。

するJ枇滅であり， ここマご‘の輸入糸がこの地域でさ註て治重き

されるとは!被らない。むしろ繁務・宗務中西部・束三袋に:再移泌されると考えられ

る。しかし小規模染後業〈農家綴毅としのゴニ布殺と区別される〉が上海令中心

としたお:築家 .rr務・江~t:i白方?こAをも多く存iEし，それらが総入総糸を使郊してい

たといわれてし、るので，このj組後での輸入糸約袈もか念りあるものと縫測さされる

F仁和国紡綴あRK室内言 89J'l:以下参!潟、〉。

25) 安楽北北郊の中心、凶天津は f輸入外国綿糸の最大の?J主要:l1!lJとされJ潟地方におけ

る土つ俗の絞殺1おこして，自然外国糸の議婆多~ことにも図るJ(前掲 r紡療の経営

と製品197， 98頁〉といわれてL、るが今説家かに22統治まで輸入糸は大きな地伎を

手まじ口、たが，その後夜落しお年代後半℃、は納主義子のや陸糸誌、輸入糸に代って策

要されるようになったと考えるべきて?あろう《

26) 務街地方の議大の議要地畿南省において，すでにお年代前半に r42番手は全く段

本綿糸の主主、点市場J(ほと警，1m実〉と{としていたG

m r織物は可を術が多く， i波路は来三省、と武漢。;Jt， ?と海之ヱ

9J空〉。

28) 総絡刊1国紡者遺品産主将設 99J'l:o

29) 前掲『紛争綴の経営と製品 133頁。

30) 総矯 rrや凶紛級品~鎖誌j 羽頁。

31) rt国農村銀織物業(二げ詳業〉めま護送は204fe代中鳴からのや国紡綴主主の;急速な擦問と

したと去すえられる会宝絞めように袋猿滋殺を歩み始めるものも

(万頭緩・懸相担軽 r:!と3主義雲村仁芸誌の発達と愛妻実J前掲 F支那工業論 208

頁)， I却場のように「尚:f!まは外部の重量ef;-i'こよって日に狭滋となり，篠絡れあく色ミ

び糸染としてのこi二命〈綾木線)--酋J!I>綿糸と人総糸との交織による交機物」

(主主主IJ 郷村織布工業の一研究J邦訳45J変)r二転換するものもあったe 管交の限り
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、では，これま"1]のや弱幾村織物請をに関するl!ìl究は::1:.に湾~~U叡カにき集中じており，

今後2さらに各線域にわたる綴密?討会討が必喜容であることはし、う交で、もない。とり

あえず奪三浮益綴 F仁和国近代子工業史資料j善寺3巻を参然。

きたが，織;市においでは技術p衰の欠乏，数

濯機雲きがととのわγ，総花命工場はiだまだ少なしゴ(言tr掲『上海之工業iヨ
33う 潟得手綿糸市場と間稼tこか!立:染色綿布市擦においても「綿糸によって緩殺される

くうた沢のよ七絞的強いもの例えばお繍，察側，洋鮫緩ク若手西鍛号事の大半以

災際ぷであり， 、もの{例えば箆主主機:'fl緩等。〉

大~学は臼三f:r訟であり‘・....染色オTについていえば白木:誌のために英国品は圧倒され

ている前掲宮中間紡織品産総言Ul∞←lOH変〉といわれるように日英問問品の

幾争が機関され，i加ヱ綴布小泉光付ジ…ジペズs 三ゑ色ジ{γズ，光付金rT，絞金巾，

ネノレ類;ヱ絞?二英米めてど駆逐L，;;ζ六ツ緩，続代}

ι ずるJ(1義務務省 F中部及北$1支支wに於ける貿易状況J

3め続協 F中国紡級品~銭総 99Jl:(。

る紡績議の展韻と「在翠紡J

ζれまで， とした中間綿製品市場の蒋編遇税をと検

討した。ここでは中間紡績主義の発展退複をさら

って，臼本締結綾独占体の「資本輸出jとして実現さ

における結績業の展開とどのような関係にあり，そしてそのことが中麗錦襲

品市場の持続にし、かな

ればならないであろう c

していたのかということを鴇らかにしなけ

らいえば，民族資本による民族紡絞殺と日

に一よる「在翠紛jと僅少で拭あるがイギリス資本によるものとの三者によっ

されていたっ

第一次大殺を契機とする はまず中国民政結額業

の j演令砕代!として実現された。大戦欝より徐々に進められてきた日本紡

の高番手化と綿布生産への務次的移行は大戦によるイ

ギ三 ス綿糸布のアジア市場からの後退によっで沃定的となった。日

はこれまでアジア綿製品市場を支記してきたイギザスtこftゅてそこ

しうる体援を構築していった。いまひとつ中型綿糸市場に大き

な勢力を有したインド紡績業もこの3裂に綿布生産へのi際斜を強めていった。
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このような日本及びインド紡績業における高番手綿糸生産・綿布生産への移

行にともなう原糸需要の増大は，必然的に中国市場に対する綿糸輸出を減退

させ，r外国綿紛績業が中国市場を分割するおこぼれを拾って自己の綿糸工場

を発展させる」にすぎなかった民族紡績業にいまや広大な綿糸市場を与える

ことになったので、ある。大戦前，手紡糸を破壊することでかろうじて綿糸市

場の 3割近くを占めることができた民族紡績業は， 1920年頃には総入綿糸の

激減によって市場の 6~7 割までを占めるまでになった。さらにまた，こう

した民族紡績業が享受した広大な綿糸市場は，中国における綿糸需要がそれ

ほど大きな増大をみないにもかかわらず，輸入綿糸の激減とそれにともなう

投機思惑熱の影響を受けて，綿糸価格の暴騰を経験することになった。

第14表にみるごとく， 16手綿糸ー包は1915年には約 127元であったが19年

には約 280元へと 2倍以上に騰貴した。このため， 15年に綿糸毎包4元ほど

の欠損をみていたものが， 19年には逆に71元ほどの利益を計上することがで

きたので、ある。こうした巨額な利益は，いうまでもなく企業の新設・拡充の

最も主要な要国であった。例えば，南通の大生第一廠では1899年一1916年ま

での17年間の純割増配当金は 439万両(年間平均26万両〉にすぎなかったが

第14表綿糸印li と利益(元〉

綿糸価|費

1914 1 139.161 

用|科
119.581 

130.95 

136.45 

175.66 

200.25 

209.16 

206.64 

200.28 

217.13 

1915 

1916 

1917 

1918 

1919 

1920 

1921 

1922 

126.57 

144.06 

212.59 

221.68 

279.72 

271. 61 

210.49 

196.50 

。。

益
一
弘

- 4.38 

7.61 

36.93 

21.43 

70.56 

64.97 

10.21 

. -20.63 

資〉席秀驚『第一次大戦時期中国民族工業的発展Jl30頁。
綴中平他編「中医近代経済史統計資料選輯Jl165頁。

備) r費用」のうち 7-8割は原FiiJで、ある〈浜田峰太郎『支那に於け

る紡績業Jl288頁より計算〉。
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1917年には66万両の多きに達し，この期の官矛Ijは 9分にも達した。これによ

って機械設備の拡充が実現された。すなわち1899年一1917年までの18年間に

わずかに40，950錘(年平均約2300錘〕を増錘したにすぎなかったが， 1917-

24年間に55万錘(年平均約 8万錘〉にのぼる紡錘を設置したので、ある。また

申新一廠は1915年にはわずか 2万元ほどの利益しかみなかったが， 17年には

40万元の利益を獲得し， 18年には80万元にまで達し，この巨大な利益に基づ

いて19-21年間に申新二廠，三廠，四廠と 3工場を増設した。これらは既設

工廠に関するものであるが，この期に新設された紗厳についても事情は全く

同じである o 1916年創立の上海鴻裕紗廠では開業が「丁度欧戦時に当り，外

国品の出回りが継かず綿価は高騰して大きな利益を獲得した。実にこの廠の

黄金時代であった」といわれている。同年開業した上海の浮益紡織会社でも，

はじめ払込資本金は 100万元にすぎなかったが，大戦時に高利益を得て，

1921年にそれを 400万元に増資して分工廠を設置した。このように大戦期の

「黄金時代Jには「南北の地域的差なく，工廠の大小を間わず，工廠の新!日

にかかわりなく，全ての工場が奮起一新し
第15表 「黄金時代Jの全国新設民

族紡績工場数 て思いがけないほどの高利益を獲得し，そ

新(増〉設工場

1914 

1915 

1916 3 

1917 2 

1918 5 

1919 4 

1920 9 

1921 18 

1922 11 

1923 3 

1924 4 

資〉桜中平『中国焔紡織史稿』附録
「中国紗廠沿革表Jより作成。

儀〕買収して新工場となったものも
含める。:市廠と明記あるものは
含まず。

れによって機械を備えつけ，設備を増加し

分工廠を設立した」のである。

第15表にみるように， 1917年以降紡績工

場の増設が相次ぎ， 20-22年までの 3年間

に38工場が設立された。これは民族資本と

外国資本の両者によって戦前1914年までに

設立された全工場数 (31工場〉とほぼ向数

のものであった。こうした事、態を反映して

民族紡績業の生産設備の増加は顕著に進み，

1914年には54万錘にみたなかった錘数は22

年に 150万錘とほぼ 3倍にまで増大した

(第16表〉っ
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務16表

紡 数 機

2，300 

3，502 

2，650 

ヰ，3¥0

5，825 

6，767 

き，481

191ヰ

1918 

1919 

1920 

1921 

1922 

しかしながら，このような民族続綴築の?黄金時代jはわずか数年で終り

らなかった。篠弘表でみたように，綿糸{iffi格は20年以降溶i落傾

弱含たどり， 21年には197えと最高時の280元から 3割方も下落し， )誌に「費

用Jは 217元と鼓高会記怒したっ従って特設は21年の10余元役最後に翠22年

るまでになったのである。いうまでもなくこうした

欠損は，綿糸額格の下落と「議燦jとりわけ線棉借絡の高騰によ

ってひきおこされたの諒糸価格の下落は投機思惑の破壊による市場混乱によ

って相乗されたとはし、え，根本的には綿糸生産量の増加にもとづくものであ

ったJ紫金時代jの鼠額な利益に誘引怒れた紛績工場の新設拡充にともなう

鍾数のj議大は21・22年に集中的に実視され(第諸表)，そのことによって綿糸

{刷新ま必然的に下方へと押しさげられていったので、ある。他方，

増大に加えて，天候の不良と綿花作柄の悪化によゥて， 22年tこ入って原棉備

格は暴騰につくや暴露撃を続けていた。第17畿のごとく， 20年2月には27間前後

であった戚檎は22年秋殺には29間近くに上昇し 4ヶ月挫の23年 1月には44

いつぎにら割以上もi【主ね上ったのである。 ]920年米にやっと英露鎚紡機

た7
レ f揺花がi禽{爵で綿糸は下茶しており，

〈紅J革命的をおこなえなく jなり，この識に一挙に間工場を経習した取新紗

ら「形勢日々不矛IJJとなち， 22年tこ約?万5汚ニ鍾の銀

数:会13万ら千錘へと 2倍近くに増加したがJ市場はすでに思わしくなく， 1普
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1920年 2月

1922年1Of:l26日

11月 1阪

11 Fi25 
1m 2613 

1923年 1月初白

経済学研究員~27巻務!号

26.50 

29.00 

29.50 

33.00 

38.00 

41.50 

44.50 

金はかざむいっぽうであったj と指織しでいる。また，

会廠を経営した義諮明も刊誌国 6 (1917)年にi機械を競えつけ莫大な科益ヲピ

し，七，iし一九，十の誇年(1918-21年〉には更に11際調にいったが，壬

!克(1922年〕になって続車交業は衰落をたどったJとしている。こうした状況

は藤本部には全ての紡績工場にみられるものであったc

しかし，原論鐘格の騰勢のなかで綿糸儲絡の下落を余議なくさ

国語どたんに中盤における民族紡績業の急霊堂な誤聞とするわけにはいかない。

それは一時的な綿糸の供給過剰といった開題にとどまるものではなかったの

る。既に指摘したごとく〔第 3表)，輸入綿糸は20年令長雨にむしろ減少

をみ売さており，綿糸輸入については戦前的状態への畿婦が実現されたわけてh

はなし、。中富市場における繰糸錨絡の下務は民訟訪僚議に対抗

増加した による生産の増大によって決定づけられていたというこ

とができるのであるo

る日本i務総菜，すなわち「在禁紡jは戦前からすぐに右唱して

いた。戦時中 f在翠紡」の拡大は既存の内外輪右中心として実現されたが，

r1921-2叫の二年間関本資本の中闘における工場設置の最盛期1と

なり，日本線結績独出資本の[在禁紡Jが中国市壌に主主義ずることになった。

この擦の日 と対照的に「欲州大戦勃発シテ，英米ハ夜

ヲ築ラニスル事、ガ出来ナクJ，イギワ 恰和室長、廠(ジャ



「在華紡」の展開と中国綿製品市場の再編成西川 379 (379) 

ーデン紡績〕が1913:9三に楊樹浦工場を新設したのを最後に欧米資本による新

設は跡を絶ち，既設工場も吸収合併されて姿を消し，欧米資本による紡績王

場としては[ただ英国の恰和紗廠(恰和・公益・楊樹滞の三工場を擁した一

西)11)だけがわずかに存在したJにすぎなかった。かくして， 20年代の中国

における紡緩業の展開は日本綿紡績独占資本を主体とする「在華紡」と民族

紡績業とによっで担われていたということができるのである。

民族紡績と f在華紡」の中国紡績業における勢力を第18表で検討してみよ

う。

仁看ミ筆耕」は中国紡績業の「黄金時代jには20%台の錘数を所有していた

にすぎなかうたが，その後の民族紡績の停滞的状況のもとで、いっそう拡大し，

20年代末には全鍾数の40%近くを占めるまでになった。民族紡績が22年から

30年までの間に 5割弱の錘数増大しか果すことができなかったのに「在華紡j

はこの間 2倍半もの増大を実現したのである。こうした20年代における「在

華紡Jの顕著な発展が「棉貴紗賎J(棉花高綿糸安)のもとの始まった民族紡績

の窮状をたんなる「需給バランス」の悪化といった市場的条件の問題とは異

なる構造的なものへ転換させたので、ある。「黄金時代jにおける民族紡績業の

旺盛な工場設備の新設・拡充は巨額な利潤を充当することによってのみ可能

にされ，内部留保金はもちろんのこと減価償却金ばかりか流動資本にまで不

足を告げる状態にあった。そのため，原料棉花の手当については，当時， 10 

日先物の原棉を掛飽で買うという商慣習ができあがっていた。工場主は「こ

の10日先物の原棉を最大の速さで，昼夜を通して，まさに棉花を10日の期眼

前に綿糸に紡出し，それを売出して取得した現金を棉花の代金に当てる」の

である。紡績工の関係等で棉花を使いきらない場合はその棉花を売払わねば

ならず¥あるいはまた現金がないため 1人の棉花商からいくつもの先物棉花

を買わざるを得ず，使用しない残余の棉花を売出して原棉手当を行うという

ことが常態であった。民族紡績業は設備の増加とともに巨額な流動負債を背

負わねばならず¥しかもその負債には高利が付されていた。 1922年 2月に開

業した天津裕大紡織会社は年末には払込資本金の 5倍にものぼる借入金を抱
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え込み，巨額の未支払利子を残し，損失は払込資本金の約4割にも達してい

た(第19表〉っこうした民族紡績業の再生産過程はひとたび市況が悪化すれば

巨大な債務のために行詰るのも当然であった。

こうした「桶貴紗賎Jは民族紡績業の構造的矛盾を全面的に暴露すること

になり J黄金時代jの終息とともに，任意に操短を行うものが続出し， 1922 

年 8月30日ついに華荷紗廠連合会は綿糸価統制を申し合せ，続いて同年12月

18日より向う 3ヶ月間操業短縮を行う決議をなさざるをえなかった。だがし

かし，このような操短による糸価つりあげ策も何等効果をあげることはでき

なかった。操短決議を免がれる[在筆紡」は綿糸価引上げ、による利益をひと

り享受し，さらにまた適当な時期に綿糸の投売りを行い，民族紡績に優越す

る絶対的地位を築きあげγこっ民族紡績はこうした「在華紡 1支配下の綿糸市

場のもとで「損失jの再生産を余儀なくされていたので、ある。「国内金融の利

息が高く，工場主は辛苦経営して銀行銭荘の借入金利息を償却せんと努むる

もなお足らざるを憂う，日に積り月に累し，元利相乗じてただ工場を売出す

第18表中国紡績業:こおける「在華料']J

数|

在筆紡 l 計 |民族紡績

240，904(21.2)11，1斜，428(100.0)!

332，922(26.9)11 ，235 ，758( 100.0)1 16，436 
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1919 
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1924 
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1926 

錘

民族紡績;

647，570(57.1)1 

658，748(53.3)1 

842，894 

38，072 

33，048 

41，272(41.3) 

65，470(45.8) 

68，352(36.8) 

68，920(27.1) 

70，420(23.2) 
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以外に法がな iかった。 1921年以来，民族紡績において工場破産，工場主を

換えたもの，あるいは債権者の管理に移ったもの，合i1干されたもの等20余廠

を数え，設立途中で解散したものも数多く右ζ在した。天津俗大前にみたごと

し民族紡績業を圧迫した巨額な債務がたんに氏族資本による銀行銭:LEから

のものにとどまらず，多くは大倉組，中1:':1実業，東一花興業，東洋拓殖といっ

た日本資本からの高矛IJ1-借款jに占められていた。しかもそのような i借款」

は民族紡績のうちで比佼的規模の大きな工廠に向けられ，平くから工場の集

中を実現してきた大生，申新，宝成，申新はことごとく 13本資本の支配下に

あったということができるのである。かくして20年代における中国紡績業の

発展が，実はその内実において，r在翠紡Jの発展を基軸にした日本資本の主

導下に実現されたものであったといわなければならないであろう。

ところで，このような中国紡績業に主導的地位を有した「在華紡」は，日

本綿紡績独占体の資本蓄積に対していかなる意義をもち，どのような内的関

連性を有していたのであろうか。

撚 糸 錘数 お段 機 ぷ口三、 数

在華料J 民 族 紛j 綴 {E ij!i 紛J

3，502(56.1 1，636(26. 6.238(100.0) 

18， 536( 1 00.0)1 2，650(40. 1，486(22. 6 ，489( 100. 0) 

つ 4，310 ワ ワ

') 

38，0つ72(100.0)i 
5，825 ワ

6，967(54.6)1 2，986(23 12， 753( 100. 0) 

33， 048( 100. O} 9，481(58.3)1 3，929(24.1 16，273(100.0) 

58，744(58. 100，016(100.0Ii 11，121(53.8) 7，205(34 20，674(100.0) 

77 ，632(54.3)[ 143，102(1O0.0)l 12，109(50.3)1 9，625(40.0)1 24，082(100.0) 

117，544(63.2)i 185，896(100.0)1 13，117(50.8): 10，8J1(41.8)f 25，818(100.0) 

i 85 ，484(72. 254 ，404( 100. 0): 15，205(53.2) 11，467(40.1)! 28， 572( 100.0) 

233，504(76.8)1 303，924(100.0): 15，718(49.5)1 13，554(42.7) 31 ，752( 100.0) 
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7，むきさ (lOQ.Q) 

苦言〉原表は7f:;機佼であるがごこ
会わないため，

たぐ

る〔第18表〉はまずま民

った。これまで若手地にi争民民運動jによってかろう

の進出によって決定づ

をとげることになった。け

おけるi翁これ支で、の輸入品に

ボイコットとストライ

るれ?新た

った。f日 総本人の工場しない，

民本の船舶に乗らない，

その紙幣てと受領しないという

れた。だがしかし，莞動者のストライ

島本人の新絡に広告を出設ない，
，
 

、su 
tこ雇傭さ

した

る論球体7ジーそのものとジル

ジ

ブ

ル

族

ブ
民

族
は

民

i
J
 

動
絞
り

逮

お

か
〈
て

悲

し

る

済

有

ず

緩

を

対

「
一
系
に 戸〈つ

アジーの消極性とともに指導部の

るあいまいさのために f大き

のであ

きな
〉回

」やる運動が再び、尚熟化し，口
口口

も

し，
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影響を受けJ，工場の増設及び増錘等を実現することができたがJ国内金融業

が未発達で、あったことから紗廠がこれらから援助を受けることがで、きずiま

た「原棉の不足と石1:1<との供給不充分とは兎角意の如くなるを得ずJ，さらに「少

数支那人紡績も罷業の為操業を停止するものなど出でJ，1在華紡Jの勢力を

減退せしめるまでにはし、かなかった。従って，第18表及び第20表にみるよう

な外見と(表面上〉の工場設備・生産高における民族紡績の優位にもかかわ

らず，実際上の能力においては「在華紡」がはるかに上回り，中国綿糸布市

場に対する支配的地位はし、ささかも動揺しなかった。 20年代中国の綿製品市

場の再編もこうした「在華紡」の展開によって生起せしめられたといわねば

ならなし、。だが，このことがまた日本綿紡績独占体の資本蓄積に最も重要な

中国市場における問題で、あったが故に相互に深い内的関連性を有していた。

中国における綿糸布市場は大阪三品市場と密接に連繋しており，中国にお

ける綿糸布価格は日本におけるそれと直接的競合の状態にあった。日本綿紡

績独占体にとって，中国における民族紡績業のj台頭はこうした市場関係を通

して日本国内での独占的市場支配(独占価格を基軸とした〉を脅やかす存在

であった。従って，膨大な過剰資本の処理による中国紡績業の支配を企図し

た資本輸出(1在華紡」の設立〉は不可避的問題であったということができる。

第20表綿糸布生産における外周の勢力

手自 糸 〔千包) 止小川由3 :.fIJ 〔千疋〉

悶 タト 国 中 国 タト 国

927(92. d 1奴 7.9)1 ワ ワ

1923 ') 

45ワ4(30.6) 

ワ: ワ

1924 l田X回 5)1 。
1925 1， 16ワ3(64.9) 628(35.1) 510(17.0) 

1926 ワ

1927 1 ，234(58.0); 893(42.0) 4，260(47.3) ，740(42.7) 

1928 825〔3Y9〕| 6，OC削引 7，759(56.4) 1，3旬(62.1):
1929 1，461 (63. 6) 836(36.4) 6，626(44.8) 8，154(55.2) 

1930 1，481(61.7) 920(38.3) 6，855(42.4) 9，326(57.6) 

資) r中国近代経済史統計資料選q削 130s(。
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中国における はまさに なしたの る。だカ人;

れま、での三重要な潟品輸出市場の挙擦と

いっそうの展開を眠えすることがで.~た筏本鰐勅績独占体は，いまやそのこ

とによって新たに生起した招葱季、ずなわち，自己の一分身たる「在禁紡jと

の競争を思惑しつつ， しかもや爵に展開する「発族運動jのま底抗;な最小限に

くいとめ，さらに進ん!で、アジア市場によりいっそう堅毘なぬf交を確保できる

ような独占的蓄積体銭安し、かに構築するかといった問題令指込み，その解決

られたのである。このため，日本綿紡綴独占体は関内におい

っきすすみー

よりいっそう

占体の

で「夜筆ーがJJが臼

るかぎり，
f，{)) 

ていたのである。

またそのこ Gによって

として

と使笈とによって自ら

の

占的蓄積機構

カミくし

され

ても、

し主こ

はは綿紡績独

における蕗綿価格の騰貴に対し

てま袈な「安鐸な棉花の独占jと

しつつ，民政結綴と呉った地位に立っていたの中関における絵総菜の展開

によって生じた中国産車揺の供給不足を補完するための外国絞j京総の輸入は，

第2U長にみるごとく

入t;， 2 :3 

れ， i傑準市場の譲受交通さなL、。 Jぞれ故に標準市場はや関犠が市場簿になる

してし、

「在三戸紡j

月皇賞jという事態はけっして総人原

していなかった。実際フ外観鵠は25年以降下落穏烏を示

出され，

る。そしてこうした安締な

この総入認を使用する場

もJ蚕接外棉をど購入ずることはでぢ J ， 



r:tE華絵jの淡i郊と

九
日

第21表主遺書滋別主主ネtI1I1潟入ぐ千海関雨〉

1919 
1920 

1921 
1922 
1923 
1924 

1925 
1926 
1927 
1928 
1929 
1930 

資)Foreign Trade of Chin払

関Jli 385 (385) 

アメリカ

1，38ヲ(21.0) 
1 ，471( 8，1) 

11，782(32.7) 

4，279( 9.8) 
3，389( 6.2) 

5，427(11.0) 
6，637( 9.ヰ〉
18，032(18.百)

31，542(38.4) 
19，826(28.9) 

795(37.8) 
51，829(38.9) 

いうまで、もなくこうした原稿の流通機構は東棉，日棉， rr潟といった日本

棉花街社に掌握されていたのである。こうした臼本海社の流通支艶を前提に

1925惨11月に「円]機運芸義務議会j されJ品笠良好ならざる

らざるをと得なかった支部斡縞楽に之に代る知度橘宏容易に獲得し得ることJ

とし，たが，民銭紡績三条は fわずかに諜患に付し

ドの中関総額業において民絞結績はもともと輸入外!:.!1J綿(災繋で安価な〉さと

で、きるような体制をつくりあげることはできなかったので、ある

総人外様(とりわけ向] の ることtz:よって，

でのi低

は20番手製

ない。いくつ

のもあったが，それらは市況の状識によって結鱗操作念行い中・紡糸生践に

るも

と持一品質の製品宅(g::，践する自由

るごとく，民族結績は 8~14番手の綿糸

占めた。これに

とし，低番手といっても16挙手家

かの民族数績では21~32番手までの中糸及び40番手以上の額糸
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第22表 司1国における紡績業(J二海)所在)の番手別綿糸生産(包〕

長 ト12下 川 氏 族 紡|イギリス紡| 子 両 日 瓦百両三ZJ
8-14手 11 ，262( 3.6)115，340(37.01 1，950(25.4)1 18，5521 6.81 82可 10.5

16手 /7，276(20.6)/10，500(25.4)/ 520( 6.8)1 18，2961 39.創 57.41 2.8 
20手 115，576(44.1)112，000(29.0)15，200(67.8)/ 32，776/ 47.日 36.引 15.9

21~32手 1 1，554( 4.4)/ 1，530( 3.7)/ 1 3，0841 50.41 49.61 

40手以上 19，647( 2. 7)1 1， 960( 4.7>1 11，6071 83.11 16司
計ω135，315(100.0)141，330 (lOC。一，670(100.0)184，3151 49.91 49.01 9.1 

資) ~中国近代工業史資料』第 4輯 205賞。
東亜経済調査部『支那紡績業の発達とその将来j]29頁。

都心右欄はBを 100とした比率である。 1933年の数値は次の如くである。
19手以下 山手 21手以|二

民族紡 55.8~ 26.9~ 17.3~ 
在華紡 14.1~ 48.1% 37.8% 

資〕金国宝『中医F車業問題J107頁。
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転換するもので，能率及び品質等

において「在華紡Jにはるかに劣

り，しかも細糸綿糸が単糸で使用

る製造綿糸種類をみると，工場の半数以上;が 4種類から 5種類の綿糸を生産

していたので、ある。「在華紡」では 1~2 種類の綿糸を生産する工場が 8 割以

上に達していた。このような民族紡績業の市況に追随した紡錘転換による綿

糸生産のありょうは，r在華紡」支配下の綿糸市場に必然的な産物であり，民

族紡績業が， 14番手までの綿糸市場における 8割以上の市場占有率にみられ
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るように(第22表)，利益の少ない低番手綿糸の生産をしかもぎりぎりの再生

産条件のもとで、行わざるをえなかったことの表現でもあった。従って，r-在華

紡jの最も生産量の多い20番手及び16番手市場における市場占有率は表面的

な数値以上の内実を有していたといえるのである。中糸及び細糸においては

「在華紡jは民族紡績を圧倒する立場にあったが，生産量も少なく，この分

野においては輸入日本綿糸が大きな勢力を有していたことについてはすでに

指摘したところである。

ところで，民族紡績業が生産する低番手綿糸は在来手織業の原料用として

需要され，14番手までの輸入インド綿糸を完全に駆逐することができた。中国

における最大の綿糸需要地であり，輸入インド糸が大きな勢力を有していた

華南及び華中西部地方では， 14番手までのインド糸は民族紡績業の綿糸に市

場を追われ，それに追いうちをかけるように「在華紡j による 16~20番手の

綿糸が供給され，インド紡績業にはもはや番手の高度化あるいは品質の改良

によっても中国市場に進出すべき方途が存在しないということを決定づけた。

輸入日本綿糸は32番手以上の中・細糸を中心にイギリス綿糸に対抗しつつ華

南及び筆中にその販路を拡大していったので、ある。一事例ではあるが第24表

にみるごとく，漢口市場において民族紡績， r在華紡J，輸入日本綿糸といっ

た階層的な市場支配が形成されていたということができょう。いうまでもな

く， 10番手綿糸は漢口第一紡織公司を始めとする武漢地方の民族紡績によっ

てより多く供給されていたと考えねばならなし、。このような事情は20年代中

頃には中国綿糸市場全体においてみられるものと推測してさしっかえないで

あろう。民族紡績業が「在翠紡jひいては臼本絹紡績独占体の帝国主義的侵

略に規定されて低番手綿糸(せいぜ、い16番手まで〉の生産を余儀なくされ，

インド綿糸を駆逐して得た市場といっても限定的であり，多くは工場の近接

地域あるいは華北・東三省に「在華紡J及び輸入日本綿糸の間際に販路を有

したにすぎなかった。

このような「在華紡Jの規定的存在は綿布市場においても同様であった。

既に指摘したごとく「在華紡」の進出によって綿糸価下落と L、う事態になげ
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ま 「安い綿糸てど利用し

し、， の織布議は……j尽

なしており，それは中霞綿糸生産鎮の 8観念消費している

のでいわゆる機械織布業務は当然発達の余地がなかったっしかし近年，紗綴

しifr次生品菜Jjの状況な縫し……設備を増加して機械織

るjことになった。 られるように， 22~27年までの

6ド{沼に経数は 3怒tlほどしか地方r!しなかったが，維機はこの賊ほぽ倍憎した

る。しかしながら二うした民族紡綴菜の自衛策も兼営経布諜それ自体

出家活でまかなうことが勺きず，経糸においては輸入錦糸もし

くは f筏華結jの部糸に依存しなければならず， 25年以降の「在悲紡jにお

ける畿機の増設によって大きく制約されることになった。しかも生獲された

そこが自己

L 、う

カミつ

にも

として

i之氏本撃の加工染

さ

それら

織〉

i渡路はもっぱ

もあったことから，

るほど自己の

ぺ〉

兼営;織布がえずfi

しめると

さ

きな効果をあげることはマきな

のようななかで. は20年代中頃より

していったο いっほう，輸入日本綿布は加工

ることなく，イギリス綿布を!五追し

ま

され，そ

との競合を殺して，

していったっこと布業は塁走に指摘したように改良

い，先染後

と軌をーにして上波

してきたJ小染織工廠は原料として機

械1!J!1綿糸女別い，人力によってj泌を譲る。主要製品は篠格均等の染糸織:誌で
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ある O この畿の小工場は内地の都市に広く

のせあ/.50 だが，こう

し? 衰退以米発達を

る織布業〈改良土布

拡大に待問し，

ないしはおi入綿糸に対する需

繰糸市場てど縮減せしめるばかりいでなく，このよ

の織布及び輸入日本綿布の市場

っTこ。しかもこうし

し，妓撲の小さなものは統計にあらわれないが，天津・北

玉子・済潟 e太原等に数多く散夜しており (4月 1El大公報)，これ，らは

布業に致命的な打懇た与えていたjので、ある。

かくして， 1920年代における{夜、悲紡jの

まで、をも再:綿織翠にひきずりこんでし、支やそこに[在葦紡j五留を築くまで

になった。中富綿製品市場の低毅品分野に支配的

f在車内紡Jの発展ととも

占的勢力を有したイギリス

されたお本綿紡績独

していたイン

くされ，他方高級品分野

織布〉生産体制の確立によって中間市場から追い出されていった。いっぽう

とのようななかで在米の手紡糸及び手議布との競合な強い

られ?その限りにおいて自

と と

のことは

には大きな誌がりをど布していることがわかる。こ

いまだ手総糸や手織布が勢力をも

いくことの表現であり，上海以外

のちを部紡綴業は、園内市場の一般的な締少にも衿ら加

大

増

増
の

ず
の傾向は綾布に於いて著しいことが認められるJ ヤγ

てコ '-， 

ヵ1ら事このよ

ることカトむきょう。しカミしな

ありょうも， 30年代に入っ
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省、販路が「満州字、変 jによって強奪され，上海及び天津の工場はことごとく

「在華紡」の手中に帰し，民族紡績業の[危機Jが深刻化していった)。「最近

統税署は工足，三[湯，久益，鼎吉野等の工場が日本工場の綿糸を用いて，それ

に華商工場の商標をつけていることを文書で明らかにした。日廠の綿糸を用

ちいる製織品に完全に国内品の商標をつけて市場に出しているのはどうして

工足等僅か十廠にすぎないことがあろうか。市場において国内品と自ら自慢

する多くの綿製品で日本工場のものでないものはない」という事態まで生じ

た。「在華紡」がかつて「抵貨の効力を減じるために製品に華商廠の商標を貼

ったJ時代はすでに速い昔になっていたのである。こうして日本絹紡績独占

体はそれに必然的な過剰資本を「在華紡」としづ形で自己の分身を中国大陸

に移植することによ Lって，中国綿製品市場に絶対的な支配権を打ちたてるこ

とに成功した。 20年代中国の綿製品市場の再編に果した[在華紡」ひいては

日本綿紡績独占体の決定的で重要な役割を再確認しなければならないであろ

う。

ところでJ在華紡Jの中国市場における絶対的地位は，日本綿紡績独占体

が中国から旧来のインド・イギリスといった勢力を締めだし，そこに巨大な

J
H
 

t
v
d
m
r
 

第26表中国の綿製品輸出〔千海関両)

糸|綿 布|その他綿製品 l土 布 計

4，591(59.9) 7，659(100.0) 

1920! 2，902(37.0! 489( 6.2) 4，461(56.8) 7 ，852( 100.0) 

1921 I 1， 176(16.7)1 766(10.9) 5，107(72.5) 7，049(100.0) 

1922 I 1，669(22.5)1 1，134(15.3) 4，623(62.3) 7，426(100.0) 

1923 1 4，370(30.7)1 3，880(27.2) 726( 5.1) 5，273(37.0) 14， 249( 100.0) 

1924 I 7，523(36.6)1 8，341(40.6) 941( 4.6) 3，739(18.2) 20， 544( 100.0) 

1925 1 3，769(24.0)1 7，977(50.7) 963( 6. n 3，028(19.2) 15，737(100.0) 

1926 1 10，817(44.9)1 9，145(37.9) 2. 907(12. 1) 24， 109( 100.0) 

1927 i 

1 ，690( 4.5) 2，889( 7.6) 37， 948( 100.0) 

1929 I 18，348(51.5)1 12，748(35.8) 1 ，693( 4.8) 2，859( 8.0) 35，648C100.0) 

1930 1 18，968(62. 1)1 7.053(23. 1) 1.802( 5.9) 2，726( 8.9) 30， 549C 100.0) 

資)Foriegn Trade of China. 
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業手持アジア

イ ン

ト事 ~JV

口 シ

総

宅寄 港

殺さ斉学研究務27巻第 i行

第27薮 r:t医I*m製品滋IIt与三菱溺泌(千海鶴岡〉

1923 

7，013(49.2) 

3，551(24.9) 

7.6) 

1，043( 7.3) 

199( 1.4) 

ヰ〉

701(18.1) 

1，103(28.4) 

975く25.1)

887(22.9) 

403(55.5) 

206(28.4) 

8( 1.1) 

4( 0.6) 

2，926(55‘5) 

2，143(40.6) 

48( 0.9) 

な 100とした比率。
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1930 

11， 948(39.1) 

6，937(22.7) 

3， 247( 10. 6) 
3，292(10.8) 

3( 0.0) 
25，427(83.2) 
30，5将(100.0)

8，772(46.2) 
乙918(15.4)
乙762(14.6)
178( 0.9) 

1，564(22.2) 
1，865(26.4) 
459( 6.5) 

3，114(ヰ4.2)

464(:25.7) 
606(33.6) 
5( 0.3) 

1，148(42.1) 

1，548(56.8) 
21( 0.8) 



394 (394) 経済 繁 研 究 然 き 誉 議 1

したことを意味するにとどまるものではなかったJ在主義務は

らに進んで日本紡綴築がアジア市場全域にわたる支配艇をはりめぐらすた

ら

の

22~予境変では 7 万海開荷台にあった綿製品輸出は20年代後半に誌30百万梅

関i河合へと 4倍以上に増加し，その内訳においても 6割近くを占めていた土

して逆に綿糸布が急増し 8割以上告と15めるまでlf二なった。この綿糸

出はほとんどが「衣装容紡」製品によって点められ，総務先はインドラ東

南ーアジ 7さちに近東地方にまで及んだ(第27表λ土布総出先としての符シプ

の地~乙は消失し，議議・東南アジア・インド*トノレロ・エクブト・ベノレシプ

-アデ まり，これらで全輸出の 9 め，とり

アジア・イ γ ド及び近栄治方への輸出が著しえ増大した。こ

みると，綿糸は香港を最多とし20年代後半からイ γ ド・東南アジア

もち，綿布はトノレコ・エジプト・ベノL〆シア・アデ 中心にインド・

アジアへも多く進出していた。その他錦製品及びニヒギロの需要地法:東南アジア

.香港であった。綿糸布:愉出先としての呑滋はその減少とともにインド・

南アジア・近東地方への増加がみられることから多 20年代前生!まからや領まで

はそれらの地方に向けて蒋輸出する伶綴織的意味なおしていたと誰測しでさ

なかろう。日本圏内において高級製品生殺体舗を構築した

る廉舗な製品をインドー東南ブジアさらに近東地ブ3

にまで売り闘しつつp ブジア市場からインド・イギリ し世界市

してL、った。こうし も打撃を!受けたイン

業はアジア市場から絡めだされていくイギザスと

ザ

く山

み
ふ

門

以

間

部

，

展

開

く

た

う
c

l

L、
内
ノ

と十ずる

いっそうの進出

をめぐる

られたつしかしながら，

うえにも激化せ

しめるものでしかなかった。
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。i主盗殺意iJi己主114立の紡緩資本に関係のない資本によって経営され，蜜援，手lH紡

綴1言II主役三の「過剰資ヰミJ!l)処壊としての意味をどもたないものもあるがくしかし後

と考えられるく滋

では F在来紡Jを包二本まさ綴独占体との関連においてその積緩的主主総会努らかにナ

ることに力点安置いている。

り この期の潟水紡緩索。J動向につL、てほjlll積汀大戦好況期iにおける紡績資本の動

向J(r~t大経済学級:究 20巻 2 参照。潟内?とおける紡綴独占体号認め形成がこ

うした体制の構築合議本会守勢隠としていたと宅まえなければならないが，上言己認i穏

で?之このような滋外市坊との鍔途徐におい℃尚護手・

く欠如レ亡し、る。後行改めて改稿しすこし、と怠っている。

む インド紡定資惑をにおいで， 1913-14停に比して191き…20年には紡綴は立2%災少し

たのにおfして紡績工機隊設の綴撲は14.4%増加した。また，綿糸生産に移行しつ

つあったともいわれている f的紛れh館活件拠ゆ魚、コ

ヰ〉 同J二議， 193賞。

5) 音寺滋 F第一次世tfJF.火事~吟期中泌氏族工業的多義主義Jl 30真。ここでいわれるや昌子汐綴

ものだけさ同行すとは考えないが，原燃がそ子元になし化め確める

とはできない。しかし市場拡大が大きな殺事長をもったことは十分議機?ることが

できる。

6) 前掲喜一次世界大戦待怒中滋民淡T業的発喜美 30文。添泌総太郎 n3だ郊に於け

る紡綴袋三 161-162J'1t。輸入綿糸;主役露:でいうと 16年から冷年までにとJ':i成してし、

るが，金額ではそれほど減少せず15%ぐらいにとどまる。

7) r終に欧州戦活し勃発後，為

fこ6')， 

しつつるりしが

る会李，

る rilN

のj勢力日は， 多若手主主々

於げる紡績業j

お以上の事例は秘湯 そ

廷
の

滋

期

代
の

近

こ
一
選ふ

Tr話掲ムり京
高

m崎
Z

A
Q
S
 

今
ふ

経済史三ーに 11頁を参日後。

警もほぼ同じヱ援について紹介しているので，

ったものさど掲げた。

9)10) !IIj潟 F第一次UtfJF.大戦時鶏や滋民族主主定的発渓Jl32J変。

11) 同上議， 32賞。

12) 緩や平氏は20… 22年誌に開設された工務令39とされている〈苅掲 rlや潟近代産業



396 (396) 経済学研究 J{J;27巻 第 1号

発達史j]244真〉が.周秀筒)氏は36T場とされるはij渇『第一次世界大戦時期仁t，国

民族で.業的発展j]24頁)。筆者は周秀簿氏にならって厳中平氏の著書の附表「中国

紡緩アー;場沿革表Jから作表した。布廠を数えないで38工場であり，厳中平氏との

差は布綴に関するものと恩われる。また米兵華 [It国近代社会史解剖」では31C

場になっているが，工場名が記載されているので検討すると明らかに欠務がある。

尚，厳中平氏は14-22年の 9年間;こ開設された工場を54としているが，周秀鰐

氏は48.筆者の計算では53である。その他illla奇長吉氏の前局書をはじめ伎の著書

にも数値がみられるが，それらはことごとく異なり，しかも典拠が示されていな

く採用しがたい。我田でよく引用される『内外¥ii業年鑑』の数値は利用されるべ

きではなく注意を要する。

13) この数値にも種々異なりがあるが，厳中平氏は戦前20守山間の中国における紡績に

場を31としている(河 i二書.245頁)0 li弘前掲 f中国工業化之程度及茶影響140 

頁，第14表も 14年までの設立工場を31としている。

14) 中国における紡績業の発展を検討する場合，最も困殺な問題のひとつは生産設備

の精確な数値を切らかにできず，従ってまた生産高等についての数値も得らない

ということであるJ華商沙廠連合会」の「一覧表Jにほとんどの著書が依ってい

るが，それでさえ，各々の著書で数値に相違がみられるのである。ここでは原表

の「一覧表jを収集することができなか弓たので、できるかぎり統一的把握を心

がけて液中平氏の数値(前掲円寸国近代1妄業発達史』間表〉と前掲 F中国近代経

済史統計資料選斡』の数値によることにした。「一覧表」は 3月調子主で 6月発行で

あるが，向上二蓄の数値は「操業に入っていなL、生産設備」を計上されてし、ない

ため，仮定的であり， しかも慰付数や操短による生産状況を把控することは不可

能である。また.部分的に入手でさナこ「一覧表」によってこの両者の数値の妥当

性を検討してみたが，理解しえない点も多くあった。しかし尿表そのものがな

いのでそれ以上深く検討できなし、。ここではそのままにしておかざるをえなかっ

たっまた必要に応じて{也の著書からも数値を作用した。逐次指摘はさけるが数値

の不一致はこのためである。

15) A. S司 Pear日氏の資料によると， 1921年の秋季以前においては，紡績工場は綿

糸毎包20-30元の利益をみたが，冬季には僅かに 6元，翌22年には10余元の欠損

をだした(前掲 rJt闘近代産業発達史 245頁)。厳中平氏は浜田氏作成の資料(原

表には最高価長低価が示されているが，厳中平氏はこれを平均した数値を用いて

いる。筆者のものよりもし、くぶん小さな数値になっ亡し、る〕に依拠してし、るが，

そこでも同じく 22年にはすでに欠損がみられる。ブIj!Mj!経氏が作成された天津のITq

紡績工場では欠損がみられるのは23年からのものとお年からのものとがある(前

掲「支那の綿業J306頁，第lOJlU。この不況転換のi時WJについてはとりあえず，

名和統一「支那に於ける紡績業と 1:i7EJCr東亜経済研究」第一巻)21頁，註五参照。
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16) i工場主は大戦後の好景気持代に膨大な利益にならされてさた。そ Lて平年の相

応な収入には満足しなかった。彼等は綿糸i.ji市場で、思惑をやった結果として.多

fをのストックをか Lる取引に容易に手持とした。彼等の利益t土議早生aによるも

のではなくして，或る仁場一(，こ於ては思惑が:tたる業務となってゐたj(前燭「支那

仁業論JI39JOが，1920年恐慌の影響:二よる投機者流の破産による市場混乱は中

間においては日本におけるほどの烈さをみせなかった。r1920年(9年)二月場業

界に恐慌を来してより，上海l市場に於ける綿糸業者対紡績業者ーはその整理に始ど

忙殺されたりと離も，卒恐慌襲来の程度が，日本十fl業界程さほどに痛烈なるもの

あらざりしJ(前掲「支郊に於ける紡績業j192頁〉。

i7) もちろんいうまでもなく，中国における軍閥抗争にもとづく政治混乱と直接戦争

の影襲撃を受ける淡村購買力の低下があった。「イギリス，アメリカおよび日本は，

中国を:争奪するために，いよいよはげしく闘争した。これにともなって，イギリ

ス，アメリカおよび日本などの帝国主義の援助をうけていた中国家間の混戦も年

々たえなかったj(栄部氏中国研究所訳「現代中間史 106頁〉ということを忘

れてはならない。このWlに;jヒ洋軍li邸主 883尽におよぶ大戦争を11度もおこなった

主いわれる(前掲 F中国近代国民経済史」下， 22頁〉。

18) この理由として次の三点が指摘されている。①大戦開始による輸入綿糸の減少が

おミっても，中国隠内には在庫l拾が数多く存在し宅高利益が工場新設を刺激する

まで期間があった。②工場建設のための計画や準備に相当の日時を突した。③中

国の紡績機械は全て外国製のものでその入手が戦時下で困難であった。(前掲『第

一次世界大戦時期中国民侠工業的発展Jj29頁，前掲『ヰ:悶近代国民経済史」下，

12頁以下)。尚?中r~の紡機輸入は 1914"'1三に200万海関岡であったが， 15年には100

万海間同まで減少し， 18年以降遂年i開1nし22年には3000万海関河に達した(向上

「第一次世界大戦時期中国民族仁業的発展Jl32頁)。しかし「支那綿業の機械需要

急、を要する結果として英米諮問のi日式工場の中古機倣の輸入数も亦従て多く是等

セハン物が幾子ありやは拐かならざるも多数の!日式劣等機械の入込も決して少か

らざるなり JCr月報J大10・lOi最近支部紡績業の現状j)とL、う状況にあった。

こうしたことが.民族紡績業における紡機の生産性の劣{立に速なるrriJ題として，

後;こ民族紛績業の経常不援の設大の原因のひとつとして指摘されるようになるの

である。本稿では「経営」の比較についてはこれまでかなり指摘されてきたので

他書Jこ譲り必要なかぎりふれる eことどめたが，このことについては王子建・玉美

中，国fE文土佐訳「支那紡E実業i第三章を参照。

i 9) こうした原棉価格の高騰に対して、民族紡績業は「原I悌輸出禁止」を請願して運

動を行ったが，日本政府の強力な反対にあって実現されなかった。詳細は前掲

「支Z耳目に於ける紡綾業J279 J主以下，及び「月報J 大12 ・ r支Oifl~綿花輪出禁止

に就てj，大12・2r支那綿花輪出禁止問題iこ対する批判Jを参照c
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20) 前渇 r2r~~次!世界大lì攻!I年間中国民族工業的発展 32:rr。

21) 以I::l土河上書25-26頁より芹引用。

22) 1夜華料IjJの戦前までの経過についてはここでは他警に談る。泉武夫 1EIオ¥紡綴

資本の中間Tlil易進出に関する一考察J([f'専修経済学論集』第 7巻 1号〉は「伝来

紡Jの系譜 j二ついて詳しく論じているので参照されたL、。この「在華紡」の創立

(業〕年月日及び生活f.tr~ fI!H等につL 、て，さまざまな資料・著書で相違がみられる

が，中国戦争来期に「在彩紡緩会主I:Jが「在筆紡jの連合会である「在禁日本紡

績同業会」に提出した資料に詳しし、 (1日本紡績協会J所在〉。尚，この資料綴の

生庭設備には秘印が捺され，また部外秘を約束する文書が添付されていることか

ら，あろ 1，、は中間における紡績業の錘数等のさまざまな数値の相違についてそれ

なりの根拠があるのかもしれない。

23) 前掲「中間近代産業発達史 230頁。このころに日本綿糸紡績独占体(鐙淵・東

洋・大日本・大阪合同・富士・日清〉の勢力ìJ~中国大陵に出揃い.その後の発展

の基礎を確立したc 前掲 ~;þ思近代史解部UJ1 (土20-22年間に20工場が設立された

(398-399頁〉としてし、るが，ほとんどの工場は全額数の操業をまだ開始してい

ない(前掲「支那に於ける紡績業JI18頁)。

24) 挺孝「支那に於けるがJ績業vこ就てJ(在紡績協会)0

25) 1凍直縞「中間近代T業史資料J第4椋 210買。米国の鴻源i冷j散はまずはじめ英

商に併合され.次いで1918年5月に1:1商によって日華紡織と Lて経常'された。強

国の端記キIs:4'綴は英廊の手に移って東方沙取として経営されたが， 1929年 1}]に

け1新公言lìこ i~収された。また，英慢の老公ぷ少鰍も 1924年に日商の公大杉鍬に資収

された。 1935平になってようやくイギリス資本による給品初、股が設立された。

26) 日本線紡績独占資本を主体とする「在翠紡jの直接的契機としては1918年の中島i

関税率の事実との引上げを大きな要因として指摘しなければならないであろう。

このことについては数多く論じられ，具体的な事例を用いて「在華ndjJ設立のメ

リツトが強調されてきた(神戸高等商業学校一1r);:AI3年夏期海外旅行調査報告J

「上i毎に於ける邦人紡績業J1青島紡績業に就L、て」参照〕。前掲「日木紡績資本

の中国市場進出に関する一考察Jもこの点を詳細に倹討されている。しカ‘し「在

業紡」の展開をこの側面からのみ説明することはできない。「在華紡」を必然的に

要請した線本的な婆悶は巨大約紡績独占体が抱え込んだ r;邑耳目j資本」の存在であ

った。この「過剰資本jがどのような形で「在筆紡」を必然化させる現実的な圧

)Jとなり.そうした圧力が紡緩資本の蓄積構造とし、かなる内的連関にあるかを明

らかにしなければなら注いであろう c 本稿の意図はそうしたことの解明にあるC

27) 陳銘弘氏は現在の民族紡績業の悶難のνひとつは「綿花高Jであり，いまひとつは

仁綿糸安Jであるとして‘それらの原fijを逐一検討し，再生の可能性を①技術の

改iiliと②資金の鴻充;二求めている日経済改造中之中間工業問題j31頁以下〉。だが
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しカミ

てあり， りょう 5叫授欲的解決なく

しては不手江総叩とあるということ々窓柊している hであろう。

28) 前渇 r3主黙の総会建J374頁以下委主総合トその彼;，ニも氏族紛綴業の作況は務々の

持議主ど抱え込んでおり‘これ~て、ぎるくの読者によってお嫡ぶれて~た， i許ニ

とめて指摘し-c¥， 、大ヂド奪三ご支部紡綴緩め発差益 481空以下1えと}'j安川雪参 rr:rコ邸
る在Z告紡の芝、量発JC U'経済研究~. Vol“ 25今 No.3)合

とりあえず象表者されたi、。

29) 前掲 ;;'1松近代工業史資料j設さヰ終 221]言。

30) 総掲戸ρmlt混然問慾 61-62]三二

3D 送金時代 1:こ火、て矛1I怠も玄7'2r八九販の133?に芝撃したJ(前掲 f第一次役界大

総時期中国民族と空会的発展1951変¥，rミ族紡畿の高率の利息長支持院は f支 努 乃T坊の

q “ごJ，最高10%…12%，最低下克~89;;;でるった。 r-'~dJ， 

;つ綿糸或は-JJ:.の採寸Tの景気おする李!J患が少なく伐ればなる;母宅被滋;幼定の損失が

少なくなるのであってJ

7支郊紡綴業 294頁〉。

して代売りしてもらうが、

注らに糸絡下落のと

溺近代工業史資料』第4総 300叉〉ので，

iなった。尚， "1"1実|における rJ!説i慣習」につLγどは， )cJII正

、主こ (言1T掲

{大会i:玉商仕えI駁遂事情努f)モj露日炉問η176YJ:以ヂ)えとf前掲 「機工:梁と終3持続布j

284"頁以下三公然。前線 F支郊の絞常と製品U'支郊に於(ナミら紡績業iでも関税され

ている。また，中限j与l阪の取引のみりようについては，道芸次凝縮は巡るが;1IJヲ報j

iニ紹介されている。

33) 1 ドg刃‘ [1司自・夜ブt'r-老公茂.tuT大・

、しIiii鐙2

短う。二れに総み‘:経喜寿喜多¥経連合会は綿糸設訟緩li135 

が効なしつL、に決議操j豆、ニふみさった。当初，f肉ふヶ}j児童会綾会1'1:は余録数

の弘の体室長~行う j 、ことであったが，選手 2月tこはそれが拡大され「予告のか|三縫又

;土夜祭会獲Jをfrうことになったレ 移のみにとどまら然綴・南通等各地ιこ

泌をぎが徹底されたのでおる〈言trJ'号 ts!i:軍事;こ;於{十三父方療業J

3心 仁三去に 1t'てかと海滋畿の…務総~t閉そ， FJ 終絞殺が之江参加するにおらざれば，効果

なさを絞公ミ芝郊務綴似11-'l3淡法;.，主， lel、菜、支紡綴の連合;こ絞るこ拐の全般的

j桑thを案出するぷ三さった」が f夜祭紡J 土次の規取によって操匁重二反対した。

と海市場はちL'l~ (f)ダシとング手術;務たるべきそ公以て，連去し~均出]糸 IIlliーと漆ぜん
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か，世界の倒れよ今か，

2. 臼求人紡淡の""tゑ匁ーする
到底好祭会得難をこと。

Iこ非らざ立ば.

3. 臼本人紡綴は速く放i還を離れ‘没後を関かして工場合設立し，不景気こI~守せ

ず'J主拡そを試み際ミS!ヱー遠大なる希5援を抱持すれば合り。絞るに僅少なる娘

失によりて操綴を決行するは工場設立のt設に反すること。

4相 内外翠，爽務等工場会資)きど文書長に手ぎするものは，'iI1jとして，大日本紡‘ HZ

洋紡ミ事。〉如きは主E3芝工場の一部さど操短?るも，会社会議より見れば緩めてー

とか滋分こしぺ恥えこが影響ミピ受くること紗なく，投鐙の，2:，著書ミピ認めt!ること。

5。 今日の在日不況5年代は好況時代に滋設ぞられる多数工場の整恕符真喜であって

る烈;本紡が真に支部iこ於て後総なるj殺さかを点主yベ27好機会たるさとt)-r，

今はがとし七操短号事ナベ~時期心あらざること。

6. 二多くの工場は新設会議設の言I図及実行仁村ニ話するたこ， t桑綬~fi うは無意味な

こと。(前渇内需工芸きと繰糸綿布J149--150王室入

35) 民族紛療薬の上海空〉塗H弱者は1924王子6JHこ蒋び決議操綬を終絡し「上海以外gン犬

浮.漢口茶f復交都内.l11Hこ於ける3芝lJji紡績に女、れでも決議に主詩人方r麟言ずることj

としたな}j執"幻3・ir支泌紡定資近とJゑ略)。 こうした丈記か…芝、多 fモE安泰紡Jの

草案糸綴会3(校げ売り〉が行なわれ民族紡車交をさらに底追した。総入日本綿糸の夕、

:ノヒコ:/ て r;在家紡jの投売ちがしばしば指摘され， 1930年代前米頃

の筏妓紡績の操縦と「在家紡jとの関逮についで論じた綴議3泉氏は「夜室長総」の

J安売りを f危機の般大るう療関のひとつ」としてあげているく詳総は「中総綿織業

之危機及系際放J季議純「足後工主義的言iJ滋;cJl所)1)(，

「夜空表紡jがや関市場に大数々位殺をi主みちた20総代中墳から存者EしてL、たと怒わ

れる。 1924昨以降 f合体iめにみると災擦にはm滞!の不況の延長であち，繁栄のi援

はきわめて速かったJ(前掲下令部近代主主主主受遠兇J246J芝〉のである。

36) このような民族紡績粂の不況状態のなかで，

より又治

;滋約計画の下;二大いに市vt捻沼の努力J(J~丹後J 大12 ・ 4 r文成紡綴選定済策J)をど

したが， これらfば玄かL

;に二皮対の念急、先終iは土 f在至泰表紡紡ヲ」 可決ケた~:'+穣慈;しL.ctたこ臼三本仁帝箆=烹主喜緩発であつ fたこo き李総は F月等条J大

12・4r中至孝治策室長行定款Jr天津紡議、工場設立制限令J，及と)，前事務 F支芸名に於け

る紡緩業 331J芝以下，務掲 f線工芸震と続糸線布J154sl:以下参照。

37) 訴する ij!ド溺近代工業ヌ::~~;斗 ;jfì 4務 1m芝。
38) 向上:察， 112… 113双。
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39) i湾総ju"中関沼代経済史統計資料選総JJ 137:g。既に指摘したごとく，これらはlfl

終的に{主「主主筆紡J(j)ー滋に兼併される支訟にあった。ゑ体的延事例については線

誕生議選 F中国近代工業史資料ぷ約;2 qえ白木俊あ振興会j沢 F淡泊におけるわが溺

の対中間鉱工業投資の実態Jl278瓦以 F参照。

40) r 長一挙紡j と弐波紋J績との具体的危ji{J)援におけるj割安はふれ支ーむ~まざまな5命表

によって指f議されてきたので、ニニでは終締?と論じることをしないcτ二機当資本及

、ては前掲「支郊の終業jが詳しい。また生産効薬と費用等の

関係については前掲 F中関棉'*問題jJ，前潟 F中隊|総章受議之危機及黒白書zJを参j払

工場設約・技術等の比較については言ij渇「仁村総j近代:仁築史資料Jが検討している。

荷主恕JT支務叙j綴数三は民族紛;緩の主主øíé~建議会ど報告したものであるわ々l'震災対義名 f支

務総綴殺の労働能率J 支援j研 究 所 毅 符29分〉はrns奇襲の3学級な比較さど{jった設

長のもので務機的に利子持されるべきである。いうまで、もなく J玄:*紡J，主義ちらゆ

る部活にかいて民族紛緩没後駕してL、た。

4り rft悶民族運動の f経済総~J)議動への転換の必然性をや間突き主主資本の危機と給f号、

さ守まで積額u今に論じた菊地主変階

42) 向上察，220]要。

43) i五・事手J:Jでストライごやさど受けた日本人工場jは39ヶ所委主加人員ち方9000余

人であったが，や劉人工場〈去さて紡緩業〉は11ケ所2万6000余人(すな織内3関近

代社会史詩李総J1 506賞以下〉で，災族ブルジョアジーにとってもこのような戦街

は犠えがたいものであった。 ぬ，r:n:・ :=='0若手fはにおける?荻滋紡jについては

とりあえず上海 IJ 水路薬会様、所 F邦人紡績稼業事付1と五十社事例肉及~J'設の動燃:;î:

護法照。家fこr万守護」にも遂次泰件の綴婆が報f去されているe

44) 綴掲 rrj~国民族運雲/Jの基本橋洛Jl 279賞。しかしながら，中間にお1'"1'と)r民族運

援JJぷ f絞淡絶交j運動として労働者階級の主体殺の自覚とストライキをゆ心と

る「反'浴運動Jへの宝霊的転換マヒ獲得したことはきわめて重要な部i習であり，

うした質的転換がま引こ「夜実際紡jの進出という

析すと筏ながらも中間i革命へと続く一里塚とし

る必要があろう。

45) ぷH窃?中間近代工業史資i'J¥J滋ヰ1ift. 211夜。

46)j伊藤竹之助?と海の罷粂と綿糸市場三 24，26支6

47) 前掲?総裁の絞滋と製品J
48) 中沼における下関税改正jの絞過及び内容についてとりるえず米谷栄一ナ近11土支

郊外国貿易投ミ』委主熊。

49) i総入日本緩和土，先づ主主支臼コ材、設常悲ij療全践の綿糸の為め;二圧倒必至フ札

今度は，最近俄かに勃興して来た支mv¥経常紛議生絡の綿糸と‘向じゃうに接選著

a求人経営紡綴~EJ3t(j)総糸との間?こ，絞売上の競争会見ミs:!，こ

ま絞ったJ(前掲 f紡績の殺?考と製品Jl74--75主主〉。このようえとなか-e13本線紡績独白
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{本の再編過程が進展してし、ったので、ある。 t計柑拙i1出11稿 119幻20凶f今!二代の日本綿糸紛紡j績菜の

rf合i:J1理主イ化七凶』 とj独虫占4針休iド:寸札11告引1)1山|

50) 既に指自摘荷削lノたごとく，1在ヨ華告紡」 と民族fが紡d山J績とのi経号径長?常:之技+討術!崎E及び生Hバ産胤;主むf引lにこおける相Z互L 

比較についてこれまで種々論じられてきたが，河者のうちに存在した「絡差J，それ

に連繋する資本蓄積のありょうの相違を問題tこするとき，中間が半陥民地であり，

それがf!木帝国主義しつ資本支配の内に深く組込まれて，再編過程を歩む被規定的

存在であったことが積極的に問題にされてこなかったように思われるは出1;¥[1在

華日本人紡績の進出によって受けたる影響凶藤雅夫「小国王功績事業の性格と日

華経?守の対立J:r東亜経済論最J 第 3 巻 10~}，前掲「支mlがJ績業の労働告をネJ ，白Îj}品

「中間約J仁業技術の発展過程におけるir雪作品与の意義J，間前利食『在支車!結栄町7発

展とその基礎3等を参照〉。民族i功績業が抱え込んだ劣悪な条件の根拠を*1'1iIにお

ける帝国主義的支配の問題として解明するごとが必重きであろう。部分的にi'!lbの

特徴をひさだして比較することは本質的な論議ではな!ぜ、。

51) γiこI悶における紡鋳数l主主主年増加じたが「国内の棉産額{土此の領数のt¥ll力IHこ(:tはな

かったのと連竿ー水災、ネ1政等の災存が続いた為に倒産額は減返して)京将H土不足を

告ぐるに至ったJ(j計j掲[11=1='1主I，f:lil業問題j 831ヨココ支m\キiii花の生産状況は次~~のごと

くである。
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1920 28，327 

28，216 

33，456 

1921 

1922 

1923 29，554 

1924 28，772 

1925 7，534 28，121 

1926 6，244 27，350 

1927 6，722 27，610 

1928 8，839 31，926 

1929 7，587 33，811 

1930 8，810 37，593 

CI司上書， 8-9頁〉。

52) 1印棉の運輸I土日本人が覇占する事業であり， f.[l棉の01"国輸入は日本から再輸出

のものが非常tこ多く，したがって日本からの輸入とみられるものは実は印棉であ

ったJC上海商業儲蓄銀行『上海之棉花与棉業J37頁〕のである。「市も輸送は政府

によりて保護せらるふを以て運賃は他線に比して頗るf1'tt{illjたり，而して輸入綿花

は第一に日本にー輸入せられ支那よりの注文は日本より再総出によるものなり， ft
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等の!ilfJ格は常に際価にして受渡は極めで速かにしてmi'には当地の現物の所有せら

るL ことすらあり当地日本人工場は米印t:il同種をも多長に使用し充分利益ある際

には手持過剰数は喜んで譲渡しつつありJ(r月調!u大14・41支那棉業界におけ

る日本人の勢力J)。

53) 前掲「中国棉織栄之危機及其白救J40頁。

54; 向上書， 30頁，第2図標準焔何及び41頁，第 6図印中jij・米棉{ilfiを参照。

55) 前燭『中国近代工業史資料』第 4i降、212頁。

56) ここにおける白木商社の詳細はごれ主で充分に解明されていないが，とりあえず

前掲 r*国近代産業発達史 236-238頁参][(io

57) 前掲「在宅日本人紡綴の進:Hによって支那人紡績業の受けたる影響il1]Fi。
58) 前掲 iicj:J間近代産業発達史J238頁。隊中平氏はこの会に加入した民族紛j綴会fJ

を29社としており，ii在:!(il日木人紡績の進出によって支那九五ジj績業の受けたる影響」

は2了社としている。いずれにせよ一部分でしかなかったといえる。|肖，このこと

についてはア谷口房蔵翁伝 442-444頁.「月報J大14・121印焔運筆聯益会創設」

を参照。

59) 前掲「棉工業と綿糸綿布J34頁。

60) 1我国産:1¥の綿花のその量は豊富だが，米産，エジプト産に比して品質ははるか

に及ばない。花毛は白いが短繊維であり，故に16番手以上の組|糸紡11¥には向いて

L、なL、0 ・・・今、我国の紗阪をみれば混棉を行う者は多いとはL、えず，所用する

棉はただ中国tillだけであるJ(前掲『中間近代て業史資料j第H耳 298-299頁〉。

61) 農民の日常的な次服用として生産される織布は16番手以-fの結『糸を使用した平織

布である(前指「中!主l紡級品産鎖誌Jl82頁〉。

62) 井村氏は輸入日本糸の需要地について，中支那は16子及び20手，南支那は10一一16

手.::!t支那は40手以上が主に需要されるとしていているcr紡績の経営と製品Jl46 

~)。既に指摘じたように20年代中頃には 10--16手の輸入糸はほとんどとるに足ら

ないものであり， ま fたこ，\愉'翁命入糸の i地也お拶域~(的内 ?iliUAJ!安安状訪況4 てで、は翠南及ひ

を;有釘していた。 1従記つて南支万那11への1ωO一 i汚6三手Fは高有喬子t新絞希札:糸に移り‘ 仁F'Iま!玉三j或の低語、手

綿糸i土民族意1]の勢力に入り， 16--2[;手の輸入糸は「在輩紡」の存続含Iこ委ねられる

ことになったと推測される。民族紡泌絞その版『路各についてよ兵j~

の;はj土、ないが， 古市前i昔j按掲Ht自て-業と締糸綿布J1各l国3蛮ヨ人経?営弓紡績内容一覧」 古記前i甘it掲品 i了ρ宗結

の経?営立と製1訂品忠品\1 1荷標別に観fたこゴf釘l~，糸司rT:販路」及びこれれJ まで利舟してきた玄著一香dに二よつ

てJ推!住L矧浪測t肘すす』¥〆jれ!以1討lばま約tほまlぼぼ壬ぎ!中国全域;にこ/駁路を有するが. 叙との意味において限定的であり.

多くは工場所在地の近辺を主要な販路としていたものと思われるイ前掲 7寸間近

代了ー業史資料J第 4輯 214頁〉。民族紡績が各地に散在する限りにおし、て全国的で

あったが，そうしたことを考慮すれば， }[:三宅?を含む華北地方一帯が大きな販路

であったといわなければならないであろう。しかしこのことについては「在翠
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紛jのそれとも?なぜて今後よりいっそう検討される必裂があろろ o

63) このような fぎとさ隙tjJt7)後織的な f殺そ引が， fH雪排斥と Lザボイコツト運動れ

影襲撃さど袋小限にくいとめる妨波堤的3主義なおしてL、丈こ。 しかしながらまた，そう

したぷイコツト波動が大ざな意味をもたないというこ

めることになり J家主表紡Jのよ与いづそうの後絡が民族紡絞会併呑して進められ。

言受診に残された慈~t ・東芝翁の駁至急が「瀦チI~事変J によって軍事的に強彩色れて

し、く 30匁代には「民放運動主主L、支ひとつ火きな務的転換言ど篠保していたのである。

64) 蕊掲誇-r;~i!t界大戦時期中間民族工業主li力発淡1 36;実。ぬ.この郊に綿糸絡めド

務 (1がこそれは低後手綿糸?こ著しく 26m:ヂ綿糸織は23年 4Jjには陪複している〉

にもかかわらず.綿布儲はほとんど変化がなくすyしろ 1:.芥さえしているぐ総務

?中関近代社会史解告1]J417笈ゑ照)of燃しltt!絞?とろ:議:みそねばならぬのは綿糸市場の

熔難に反して.綿布;土日々1議委訪日し子ti況は尚比較的に活況な没し jまわl糸め

て紡績アー場援は-r製終をが増設そまられたj

号 F在三計五発達小史 33]更〉。

65) 前線!rrや隣近fミγ議史資総J第 4終 206ft。

66) 務掲作築士r令書きと綿糸線布J35J更、馬場鍬;太宗B 努の総業 290頁9

67) 前綴?上海之ヱ業J9主主e

68) ままに検討した中関潟内移入草津耳慣の準b向持~lOJfむと厳rl:l.'ijlJ:lもが掲げている袋(iji:þl

間近代政業予告漆史J482-483J交際緊〉ときfつき合司会ることによってほぼ数泌さ

れうる。すなわち，守在中・務手持ーのインド絞;(jlの減少は輸入白木綿布によるfEJBと

いうよりも，路内移入総布の増大:によってひき;li:;こされたと活まえることができと。

特にそれ治~:if.~Ff:jに著しく，事会人日本線おも少綴であるのにインド約済jt7)激減が25

年以降!'J.~3iなされていくのである。表布輸入総務?でみると(fiJJ上番， 48斜4… 487支〉‘

:策存

へ3のフ宇翰i命脅入?続H守:1:詩布7幼治がt高級d仏主で、あり‘ 三きjヒ.}iUヒへのそれが主主泌総司Iiであったことな子氏

ナとみてさしっかえなかろう。

69) 総娼 Y中関救級品J宅金主総 81--82J{cfIiミ近ト数々において士会命グ〉綾t名付:，帝政gjく

なりもこれ)?f士事裁の改選会謀り，生産品の改良を行った。似を広げ‘綿糸主:{吏

F立した改災土布がと久であるc ……i長J:lt• IU東が殺も多く ~ti4:い J勾陽令系!奈は

そのもっとも護禁事ぎなもので、あえるJOえ 92ft)。

70) qコ i認の総滋数ば~害事会・終王索令予の得;j~義務主きをぬくとほぼ次の三つに火)iljで、ぎる。'工、

手持業cg:ヌ主総書長〈怒茶;守語をあ梁である。 このうち染織業は 2 つに分凝で /~o ひ

つは内i也の小工場で.ひとつは大通商港の機械製洋式吋仁;湯で為;;s。会地ぷ)不良工

v&で、;t:ffi緑色合専門としているものは術者に滅寸るσ ぬ.詳総はとりあえず前綿 f中

間紡織rl1i4:祭読まj90亥以下参照。

71) 向上滋， 92JをJ大通商Ì'~の機械製洋式工場の生主主方法もまたさまざまであるが，
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なものは去をて手織機を使用し比較的大きなものは力織機を併

用するかあるいは会てjJ織機会使胤するな設大のものはさらに染色整潔今季の設備

をおしているJCf札 93]:立入

72) ri勾陽原の土1Ii.祭はお年余の絞交ざと手子しとし、るが‘近来、!幻策誌i燥のar，おとの競

ゃによって表浴したっ持!i燃の布業)fj糸;主管ーj誌の日言語紗j弘、の糸ごあり，五UJ務の安さ

によってつストな絞滅でき‘三宅銭のあ業{土天津・:自家経め禁荷紗議長のi潟flr百絡の糸

見合弁31~ 、ているので、今家燥のず評系:と競争でをたいのはいうまでもない。加の地方に

おいても間後な情況になっているJ(前掲『中総近代仁業史資料』務ヰ総 2191{)。

尚3 前節〈注31)さf参然。

73) 向上議， 231亥。

74) このことは統に前絡において検総したところであるc こうしたイギリス製品に対

する臼*r¥'ちの圧迫十土中関市場にとどまらず， ift界浴場とりわけ東洋市場全体にお

いてみられ，r1924i手設ワ 1930年主義二二日本綿布/輸出ハ漸次土添加 zン緩;J...ニ]終街ヨリ

ノ輪出ノ、液j忍ンJ(炎国約議室貿易協会if1924年立ザ 3.2ニ歪ノレ行三食品の圧迫j1(訳機〉

1蕊)，とくに f総綿布/支持印変主主{也ノ東洋7が寄進出エヨリ芸評実上英国製議総

称輸出綴ガ釘オド人トノ緩やニ夜嵐J(民‘ 301'()し，たのである。また関西学夜，flÍ~

f約五芝に於iずみ臼英司〉対抗Jきど参照。

75) 前掲 F支妻名紡綴祭の3議後'J451変色 193J年以降e 民族紛綴の「発表営の;1左藤Jが指摘

されている。::!:た，r主主主き紡jがFI主主からの力口一仁染色紙]布の総入に規定されて「加

工兼営Jvこ綴極的でなかったのに対じて，多喜j釦ニ;凶ずるよミ族紡て、刊誌工:兼営jが

j銭燥したと L、われてL、る(ぶj潟 riE傘お

けたる影響.JI56-57Jを〉。

よって支猟人紡綴の受

76) 中国の論議は1933年さと「総菜(J)危機jとじて指摘じてし、る。二党〉なかで，民族紡

綴援の f6 大紗綾J(裕大，務元、京成毛均五新ョ ~t洋.俗芸家)や， r夜祭紡J の支釘

~受けないものは二It洋日以i原(所在地は天浮〉だけê';!ろったが， r新開によればそ

れらは資本は~~く倒産の議I1にあり，日潟の東洋紡級会社主主びメ;念会殺が穣事霊的に

災~又しようとしてJ (前掲?にドI~J近代ア読を史資料J 務 4;跨 229頁〉おり， r絵筆彩'jJ

、った。 30年代の「主主宰・紛jによる民主祭紡綴の rJ示当事j

について前潟 f吟J国近代経済対i統計資料選総 138J変， 144頁~参照。だが， 3時二

f~の「夜翠紡J の遂H.!が天下学を中心とする~と交に4:) i) ‘それは rEI 本政府の全体

的な経済計{紛争f手干し，ており‘ J志3終i主家Ut政治活動及び僚主室主主事fi'~~こ約五に筏接

229頁)と L、う軍事力を脊誇どこ浸潤されたもので、あることた忘れてはならなし

同p~ぅ後"支紛の発展は，設がゴヒヌ:への紋治]二作?こ対し有力なる経滅的泌総を作るこ

とになるからである。去来に主紡は我が対文:i長築中有力11.つ殺も典滋的なもので、

あるだけに，その大盤的干i予選出t士宮設が対交主主済巡u:lの上に少なから
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2J'u。自宅， 30空手代の

、てt主とりあえず.名和絞-r戦時支若1st;!)綴主警の鎖反主と

のr，AJ題J，喜多谷泰三「事変後の;支芸名における紡療薬J(大も:紡績迎合会縦 f茶EEJ長

所以〉さど参照。

第 4q!l1: 308頁。

じめて与を速をみたがらくはと;鋭の潟産畿の産出品で

あり、去をの本i裁での所践のものと競(守与して印ilt• j容浮芝事へ売るもので品うったJ(前

掲料マ国紡級品建議院誌J16J更)。殺す野についても同様でき 2インドーの事会人綿布におい

町プ一、 はふ海をどや心と uずる支警告工場は多く日本会授のj後潔の一れこtE

じつつあること去をなり J(ア月報J

80) イン F紡績雲震が f関税問題Jにおいて，日本総綴業の後部量的側簡を強潟しま祭鎚

儒

したとき.日本側はインド紡療業が受ける「支jJ1l紡績業J

L，日本以インドカ父、まだ生産してじない高級総製品??を輸出し

らないとま三張ずる。だがしかしヲこうじた形式的な

反駁の築叙uにおいて，者きたに「半信濃紡j め対~!J織的体制づくりが滋展レ℃いったo

rF-!Jll芝が木々10月中に商約の取消てど決定しさらに近年潟関税の綴勢になって以

来.ロ燃は印度への綿糸総i:むな士総力11した。……汚療は40手を)tf印販売とじて紛緩

め改変を行い，火康紡の安日きは32そ予を4むずに改め，

のも対局Z輸似た131めとしたものであったX前熔 fや絹綿織繁之危機及災自殺J51 

3変)0r夜禁紡j のこのような怒緩主:m~容しては，いわゆる fアジアのりな子j であ

ることの意味も十分に理解で、きないで、三うろう。こうした f筏芸春紛Jを自己の支配

機構の一分絞とした阪本線梁滞留三吉宗誌の進出。、まひとつ)~f1l1君主J主をみの処波形態

として緩;労された人総工業にも注目する必要があろう〕が，鎖際的対:立・緊張た

いっそう激化せし〆めていく過程については後に改めてEおとなければならなし、

第一次世界大戦を契機とする中国絵績業の発展は20年代中間

の再編合{足 L多戦前と

はイギヲ久・インド・臼本の輸入製品に完全に支配されていたのしかしなが

ら，こう

とともに変化し，

までの輸出綿製品の

の地位を失臆した。日本はこれ

〈とりわけ加工染飽綿布〉へ
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と転換させることによって，イギリスが絶対的に支配してきた高級綿製品市

場に進出しそこに強大な勢力を築きあげ，イギリスをも中国市場から追い

出すことに成功した。インド・イギリスの敗退に代って日本が中国の輸入綿

製品を独占する地位を獲得したのである。だが，このような輸入綿製品市場

におけ、る変化法，中国紡績:業ーカ;l、まだ生産することのできない高級綿製品市

場において，従一部Jの帝国主義努力が相互に角逐しつつそこに強者の覇権を完

成じたということだげを怠味するものではなかった。

インド紡績業を駆逐し，イギリス紡績業の支配圏を縮減せしめ，日本紡績業

の場j権をもたらした最大の条例二は中国におけ由る紡績業の発展であったが， こ

の中国紡績業の急激な発展を実質的に担ったのは，まぎ、れもなく臼本紡績業

の分身として自己を規定づけた「在華紡Jであったっ中国を重要な商品輸出

市場として自己の資本蓄積の不可欠の一環に組込んで飛躍的な発展を実現し

てきた日本紡績業は，その発展史ヒに不可避的な独占体制の構築を完成させ

た。だがしかし一方ではそのことに必然的な[過剰資本Jの累積化と他方

では中国市場におけるイギリス・インドとの対抗に加えて中国民族紡績業の

成長という新たな条件の成熟のもとで，国内における独占価格の維持と商品

輸出との矛盾に直面することになった日本綿紡績独占体は，いまやその独占

体制の再編を迫まられていた。日本約紡績独占体に要請された再編の方途は

「過剰資本」を「在華紡」として処理しつつ，国内におし、ては高級品(細糸

・綿布〉生産体制を独占資本の主導下において実現することであった。これ

までの商品輸出市場を[祐二華紡jとL、う新たな形で再編・確保し他方では

高級品生産に基礎づ、けられたいっそう強聞な独占体制jのもとで、新たに商品輸

出市場を開拓していくことであったo

1920年代の中国における紡績業の展開は「在華紡Jの主導下に実現されたの

[中恩と海税改修委員会の輸入綿糸に関する複雑な従価税の改正議決と中国

国民の抵貨運動は，いまだかつて外商紡織業の勢力を駆除したことがないば

かりか，かえって外向紡織業の勢力が中国の内深く侵入することを促進した

のであるム中国民族紡績業の展開は，日本綿紡績独占体の一分肢たる「在華
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おける「格差j のや際綿製品

の条件主f

.技術・生産等々に

に必然的

物であった。民族紡績業のこのような被規定的得生産のありょうは，

ひいて誌日本錦結緩独自体からすれば，インド結綴業さなにや関市場から駆逐す

る役割の一端宏担わせ，夜来手繰繁の存続:念槌進させ，結楽的には「在筆耕j

の市場支配合決定的たらしめ味を手ぎしていた。そしてこうした龍提のも

とにはじめて，殺人高級品市場に存在したイギヲス毅緩業の勢力会排掠しう

る体舗を日本紡績独占体は築きあげることができたのであるJ観

悶ヌドは今や完全に付支部総盤数の部割を占め，符ること，。輸出を含み支部棉

花生産高のi語学が議会学の手を漁じて消費ナること，悼支那t:こ;於て使用する

論に対し支配権を有ナること，右三ケ条を遂行ぜるもf以て更に綿花錦糸市場

をも全く夜等の勢力範西に授かんとするは自然の議:にして又これなくしては

後毒事の究局の疑的を議するものにあらず依って種々なる手段をど以て其の目蔀

し時に失敗殺ることありと離も多くは成功しやがては其効果を収

ベしふいうまでもなく， 目的J は対1~認綿製品市場に対すむる

る日 り，まさにそれは「主任奉勅」の進出によって

20年代末壊には完成されることになったのである。

f在華紡j

を展望しうる

再編は，いまひとつ「在華紛j

毅品〈綿布).J輸出と連繋しつつ低廉な

ることによって， s 

L 
乙司幡 した

とする閣内での独自体制の

した。日本紡績業の

を世界市場とり

しようとする

りなき野援の重要な一翼に「在議結jは積極的に位援づけられていたJ夜

空李総jの綿製品輸出は日本議絵綴独占体に不可欠の存犯であった。だがしか

しそうした日本総紡績独占体の聖子翠は30年代に続く日本帝樹立さ義の大ぎな

して貫徹される以外に実現されえなかったので、ある。
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われわれはささ iヨ

したさい，この期の現実的に
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f夜会主紡JiJコ!漆潟とや思議21製品r1iJ裁の符編成 立主!II 411 (411) 

。荷揚ア1ド間近代 Gi~'&と資料三ゐ'í 4終 2m変。
2) 報~ *14・4r支那村ii業界に於げるn求人の勢力j。

3) r1920匁代民家資本主絡め変身・産業機造J(r~と大経済学研究J 第25宅金 31予〉。

4) 前掲了支DjSニニ於ケ/し主主主良工芸会ェ去をうゴ。樋口弘 F日本の対支投資研究』は f設が国

際収支とfr交行本紡績主主jという一夜さと絞け，r大淡省の雲変身p外J[l('支務弱音波によれ

ば昭和11を手の泌外毛葬祭純益f士一弓芝、二千滋三十

の一言宗j二分伎は，復交日本j坊の利主義滋流と3主役しでも大過なからう。更にこの他

してゐるものとJiI.

も総当なる災紋

会してゐる択で為るJ(282友〉と指摘している。的弱な検討は後の研究に支たな

らないが，こうした「対楽投資Jの総簡における「夜務紡jの主主義なも

怠視しておく必要ぷおられぬI在き接続Jはこうした在大な秘益を絞鎚にさらに

弘被・款を三工業をはじめ「滋化学工業J1こまで経~'ßを多角化しそこに一大コンニ乙

ツノルレン三乏主

以下委参会照。言ij掲，紡綴協会所主主の資料にもお訟の関係会社が然締に綴倍されてい

る〉。




